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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

指
輪
姫
の

小
さ
な
お
城

元マイセンのペインターに師事
ドイツからNYデビューした菊池優子さん

　

母
親
か
ら
の
大
切
な
思
い
出

だ
っ
た
り
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
リ

ン
グ
や
自
分
へ
の
ご
褒
美
だ
っ

た
り
、
女
性
に
と
っ
て
指
輪
は

特
別
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
装

飾
品
だ
。
元
マ
イ
セ
ン
ペ
イ
ン

タ
ー
、
故
ウ
ヴ
ェ
・
ガ
イ
ス
ラ

ー
氏
に
師
事
し
、
現
在
ド
イ
ツ

の
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
住
む

日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
菊
池
優
子
さ
ん
＝
写

真
＝
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ピ

ア
61
で
８
月
３
日
か
ら
５
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
展

示
会
ミ
リ
ー
・
ザ
・
シ
ョ
ー

(MELEE)

に
初
出
品
し
た
。

　

菊
池
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

貴
族
が
愛
用
し
た
陶
磁
器
の
無

地
の
小
物
入
れ
に
伝
統
工
芸
の

技
術
を
駆
使
し
て
手
描
き
で
絵

付
け
し
、
世
界
に
一
つ
の
リ
ン

グ
ボ
ッ
ク
ス
を
作
っ
て
い
る
。

「
指
輪
姫
の
小
さ
な
お
城
」
と

も
言
え
る
ボ
ッ
ク
ス
は
、
ま
さ

に
ア
ー
ト
作
品
だ
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
11
面
に
）

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
８
月
７

日
、
商
務
省
に
不
法
移
民
を
除

外
し
た
国
勢
調
査
を
行
う
よ
う

命
じ
た
。
来
年
の
中
間
選
挙
を

控
え
、
共
和
党
に
有
利
に
な
る

よ
う
選
挙
区
再
編
（
ゲ
リ
マ
ン

ダ
ー
）
と
連
動
し
て
行
う
意
図

が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

連
邦
議
会
で
は
、
マ
ー
ジ
ョ

リ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン

下
院
議
員
（
共
和
党
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
選
出
）
が
７
月
、
来
年

の
中
間
選
挙
前
に
不
法
移
民
を

除
外
し
た
新
た
な
国
勢
調
査
と

選
挙
区
再
編
を
求
め
る
法
案
を

提
出
し
た
。

　

投
票
に
は
市
民
権
の
証
明
を

義
務
付
け
て
い
る
。
今
回
の
命

令
は
こ
れ
に
連
動
し
た
形
で
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
我
が
国
に
不

法
滞
在
し
て
い
る
人
々
は
国
勢

調
査
に
数
え
ら
れ
な
い
」
と
ト

ラ
ン
プ
氏
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
へ
の
投
稿
で
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
も

同
様
の
措
置
を
試
み
た
も
の
の

連
邦
裁
判
所
と
最
高
裁
の
判
断

で
頓
挫
。
憲
法
は
「
米
国
に
居

住
す
る
す
べ
て
の
人
」
を
数
え

る
と
定
め
て
お
り
、
法
律
専
門

家
は
今
回
も
違
憲
の
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

通
常
の
国
勢
調
査
は
10
年
毎

に
行
わ
れ
、
移
民
の
ス
テ
ー
タ

ス
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
米

国
居
住
者
を
数
え
る
。
こ
れ
を

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

８
月
６
日
付
電
子
版
は
、
匿
名

の
関
係
者
３
人
の
話
と
し
て
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
長
選（
11
月
４
日
投
開
票
）

に
独
立
候
補
と
し
て
立
候
補
し

て
い
る
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ

モ
氏
（
67
、
元
Ｎ
Ｙ
知
事
）
＝

写
真
（Wikipedia

）
＝
と
電

話
で
協
議
し
た
と
報
じ
た
。
時

期
は
数
週
間
前
と
い
う
。

　

６
月
に
ク
オ
モ
氏
を
破
っ
て

民
主
党
候
補
と
な
っ
た
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
（
33
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
議
員
）
は
７

日
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
フ

ェ
デ
ラ
ル
プ
ラ
ザ
移
民
裁
判
所

前
で
集
会
を
開
き
、「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
民
は
、
大
統
領
と
協

力
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
の

意
思
を
覆
す
市
長
を
望
ん
で
い

な
い
」
と
こ
れ
を
非
難
し
た
。

ク
オ
モ
氏
は
同
日
、「
私
は
市

長
選
挙
に
つ
い
て
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
と
話
し
た
こ
と
は
一
度
も

な
い
」
と
否
定
、
ト
ラ
ン
プ
氏

も
同
じ
く
否
定
し
た
。

　

タ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
、
ど
の
候
補
が

マ
ム
ダ
ニ
氏
に
勝
つ
可
能
性
が

あ
る
か
、
共
和
党
下
院
議
員
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
者
ら
に
尋
ね
た
。
世
論
調
査

員
の
マ
ー
ク
・
ペ
ン
氏
と
元
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
議
長
の
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
タ
イ
ン
氏
は

ク
オ
モ
氏
が
最
良
の
選
択
肢
と

ト
ラ
ン
プ
氏
に
報
告
し
た
と
い

う
。
６
月
の
民
主
党
予
備
選
で

民
主
社
会
主
義
者
の
マ
ム
ダ
ニ

氏
が
ク
オ
モ
氏
を
破
る
と
い
う

大
番
狂
わ
せ
が
あ
っ
た
。
共
和

党
は
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏

（
71
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
創
設
者
）
を
擁
立
し

て
い
る
。
ク
オ
モ
氏
は
民
主
党

予
備
選
敗
退
後
の
７
月
14
日
に

な
っ
て
独
立
系
と
し
て
フ
ァ
イ

ト
・
ア
ン
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
党

か
ら
立
候
補
し
選
挙
戦
を
継
続

す
る
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ

を
受
け
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

翌
15
日
、
記
者
団
を
前
に
「
ク

オ
モ
氏
は
残
る
べ
き
だ
と
思

う
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

も
と
に
、
連
邦
議
会
の
議
席
配

分
と
、
州
に
送
ら
れ
る
数
十
億

ド
ル
の
連
邦
政
府
資
金
の
両
方

を
決
定
し
て
い
る
。
国
勢
調
査

局
は
商
務
省
に
属
す
る
。
次
回

の
国
勢
調
査
は
２
０
３
０
年

で
、
人
口
統
計
の
準
備
は
す
で

に
始
ま
っ
て
お
り
、
成
り
行
き

が
注
目
さ
れ
る
。

国勢調査から除外
不
法
移
民
の
人
口
統
計

ト
ラ
ン
プ
大
統
領

商
務
省
に
命
令

最
高
裁
違
憲
判
断
の
可
能
性

次
期
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
選
挙

ク
オ
モ
候
補
と
大
統
領
が
電
話
協
議
NYタイムズ紙

https://www.j-fo.com/
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
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http://www.nyseikatsu.com
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日
本
で
は
お
盆
休
み
を
迎

え
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
続
く
残

暑
の
季
節
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

日
本
と
同
じ
く
ら
い
の
気
温
に

な
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
少

し
ず
つ
秋
の
気
配
を
感
じ
る
頃

か
と
思
い
ま
す
。
少
し
前
、
6

月
中
旬
に
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
訪

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
を
越
え

て
活
気
を
取
り
戻
し
た
街
を
こ

の
目
で
見
て
実
感
で
き
て
、
私

も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
こ

の
街
が
私
の
原
動
力
だ
と
実

感
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
和
の

象
徴
＝
畳
」
を
モ
ダ
ン
な
洋
の

テ
ー
ブ
ル
に
取
り
入
れ
る
こ

と
。
伝
統
的
な
素
材
を
新
し
い

視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

で
、
夏
の
食
卓
に
新
鮮
な
風
を

運
ん
で
く
れ
ま
す
。

◆
花は
な
え
た
た
み

重
畳
◆

　

日
本
の
伝
統
工
芸
を
世
界

に
。
今
回
の
お
気
に
入
り
は
、

株
式
会
社
高
橋
建
築
の
雑
貨
部

門
、
花
結
木
（
は
な
ゆ
う
き
）

の
「
花
重
畳
」
を
ご
紹
介
。
６

月
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
赤
い
縁
が
ア
ク
セ
ン
ト
の

「Tatami de IKUKO

」
を
作

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
く
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
ブ
ル
ー
の
縁
（
翡
翠

の
空
）
で
彩
ら
れ
た
爽
や
か
な

畳
。「
花
重
畳
」
は
日
本
の
伝

統
素
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
、

小
さ
な
ア
ー
ト
畳
。
着
物
や

十
二
単
の
重
ね
襟
か
ら
着
想
を

得
て
繊
細
な
色
合
わ
せ
と
手
仕

事
の
温
も
り
を
重
ね
た
一
枚
。

小
さ
く
て
持
ち
運
べ
て
壁
面
を

飾
る
ア
ー
ト
パ
ネ
ル
や
ラ
ン
チ

ョ
ン
マ
ッ
ト
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

で
も
。
全
面
撥
水
加
工
済
み
で

様
々
な
生
活
シ
ー
ン
で
楽
し
め

ま
す
。

こ
の
畳
は
洋
の
器
や
カ
ト
ラ
リ

ー
と
も
調
和
し
、
和
と
洋
が
自

然
に
溶
け
合
う
モ
ダ
ン
な
テ
ー

ブ
ル
に
。
海
外
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る“

和
素
材
の
ア
レ
ン

ジ”

を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る

ヒ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
ど
ん

な
シ
ー
ン
に
も
寄
り
添
う
「
日

常
の
中
の
『
和
』」
と
し
て
、

現
代
の
暮
ら
し
に
合
う
提
案
を

し
て
み
ま
し
た
。

◆
夏
の
お
も
て
な

し
メ
ニ
ュ
ー
◆

　

海
老
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
シ

ョ
ー
ト
パ
ス
タ
、
白
い
ん
げ
ん

豆
の
マ
リ
ネ
サ
ラ
ダ
、
ガ
ス
パ

チ
ョ
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
フ
ォ

カ
ッ
チ
ャ
、
ブ
ル
ー
ハ
ワ
イ
の

モ
ク
テ
ル
、
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
の

マ
ン
ゴ
ー
ソ
ー
ス
添
え
、
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
な
ど

※
シ
ョ
ー
ト
パ
ス
タ
は
時
間
を

お
い
て
少
し
冷
え
て
も
お
い
し

く
頂
け
る
も
の
が
多
い
の
で
先

に
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

て
お
も
て
な
し
に
お
す
す
め
。

◆
夏
の
テ
ー
ブ
ル

の
ポ
イ
ン
ト
◆

Point1　
和
の
素
材
に
あ
え

て
洋
を
使
う
こ
と
で
テ
ー
ブ
ル

に“

ひ
と
く
せ”

あ
る
新
鮮
な

空
気
感
。
全
体
の
色
味
は
寒
色

系
で
涼
し
げ
に
。
手
軽
に
手
に

入
る
小
物
（
カ
ニ
、
金
魚
、
風

船
な
ど
）
で
夏
を
演
出
♪

Point2　
畳
×
洋
食
器
、
木
の

ボ
ー
ド
×
シ
ャ
ン
パ
ン
グ
ラ
ス

な
ど
、
異
素
材
の
ミ
ッ
ク
ス
で

動
き
を
♪

Point3　
和
と
洋
を
つ
な
ぐ

テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
ト
ワ
ル

ド
・
ジ
ュ
イ
柄
。
色
は
も
ち
ろ

ん
ブ
ル
ー
系
で
爽
や
か
に
♪

大
石
育
子(Ikuko Oishi)

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
食
空
間
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
日

本
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

講
師
。
東
京
ド
ー
ム
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
入
選
、
２
０
２
０
年

2
部
門
で
入
選
＆
奨
励
賞
受

賞
。
２
０
２
３
年
2
部
門
で
入

選
＆
佳
作
受
賞
。

atelierdeikukonewyork.
themedia.jp

■
大
石
育
子
の
■

暮
ら
し
の

テ
ー
ブ
ル

気
分
は
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
朝
食
を
」

mailto:meiseimotors@aol.com
http://newyork-apartment-realestate.com
https://neuroacuny.com/
https://giip-global.com/ja/
atelierdeikukonewyork.themedia.jp
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卵
に
野
菜
や
果
物
、
魚
や
お

肉
、
ラ
ン
チ
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
や
サ
ラ
ダ
に
至
る
ま
で
、
昨

今
の
Ｎ
Ｙ
の
食
品
価
格
の
高
騰

に
は
悲
鳴
を
上
げ
る
。
先
日
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
・
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
ベ
ー
カ
リ
ー

に
立
ち
寄
っ
た
ら
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
が
１
個
５
ド
ル
95
セ
ン
ト
だ

っ
た
。
こ
の
価
格
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
の
友
人
も
び
っ
く
り

し
て
い
た
。
日
本
円
に
し
て
ク

ロ
ワ
ッ
サ
ン
が
１
個
９
０
０
円

だ
。
世
の
中
の
物
価
が
ど
ん
ど

ん
上
が
る
中
で
、
寿
司
と
て
も

ま
た
例
外
で
は
な
い
。
い
ま
や

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
寿
司
屋
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
お
ま
か

せ
を
頼
ん
だ
ら
一
人
数
百
ド
ル

は
当
た
り
前
だ
。
で
も
、
美
味

し
い
お
寿
司
は
食
べ
た
い
。
そ

ん
な
わ
け
で
最
近
の
Ｎ
Ｙ
の
寿

司
屋
事
情
を
探
っ
て
み
た
。

　

お
ま
か
せ
以
外
に
も
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
寿
司
ア
ラ

カ
ル
ト
や
セ
ッ
ト
が
あ
る
場
合

は
、
昼
、
夜
を
上
手
に
使
い
分

け
て
食
べ
に
行
け
ば
、
結
構
美

味
し
い
お
寿
司
は
ま
だ
ま
だ
食

べ
ら
れ
そ
う
だ
。

＊
す
べ
て
の
価
格
に
は
税
金
、

チ
ッ
プ
、
飲
み
物
の
代
金
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
＊
価
格
は
一

人
前
の
価
格
。
＊
料
金
は
す
べ

て
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
の

掲
載
価
格
よ
り
。
＊
日
本
人
に

は
知
ら
れ
る
有
名
店
で
も
サ
イ

ト
に
価
格
が
表
示
さ
れ
て
い
な

い
店
は
、
今
回
の
記
事
で
は
掲

載
を
省
い
た
。

【
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
】

●Sushi Anne　
ラ
ン
チ
寿

司
セ
ッ
ト
52
ド
ル
〜　

ラ
ン

チ
お
ま
か
せ
（
テ
ー
ブ
ル
）

１
０
５
ド
ル
〜
、
ラ
ン
チ
お
ま

か
せ
（
カ
ウ
ン
タ
ー
）
１
２
５

ド
ル（
10
貫
）〜
、デ
ィ
ナ
ー（
テ

ー
ブ
ル
）お
ま
か
せ
90
ド
ル（
寿

司
10
貫
）
〜
、
デ
ィ
ナ
ー
・
シ

ェ
フ
の
夏
の
お
ま
か
せ
２
４
５

ド
ル
〜
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本　

寿
司
ラ

ン
チ
セ
ッ
ト
60
ド
ル
〜　

寿
司

デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト
75
ド
ル
〜　

デ
ィ
ナ
ー
お
ま
か
せ
１
２
０
ド

ル
〜
（
握
り
10
貫
巻
物
１
本
）。

●Sushi of Gari

（
46
丁
目
店
）

ガ
リ
寿
司
ラ
ン
チ
60
ド
ル
〜
、

デ
ィ
ナ
ー
寿
司
レ
ギ
ュ
ラ
ー
48

ド
ル
〜
、
デ
ィ
ナ
ー
寿
司
お
ま

か
せ
１
６
０
ド
ル
〜

●Nobu

（
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
店
） 

ラ
ン
チ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
（
寿
司
含
む
68

ド
ル
〜
、
デ
ィ
ナ
ー
寿
司
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
66
ド
ル
〜
、
デ
ィ
ナ

ー
お
ま
か
せ
２
２
５
ド
ル
〜

●
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
雅
）
ラ
ン
チ

と
デ
ィ
ナ
ー
共
に
お
ま
か
せ

７
５
０
ド
ル
（
テ
ー
ブ
ル
）　

９
５
０
ド
ル
（
カ
ウ
ン
タ
ー
）

●Akim
ori Om

akase 
Bar 

ラ
ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー
共
に

お
ま
か
せ
95
ド
ル
〜

●Sushi Nakazawa

ラ
ン

チ
と
デ
ィ
ナ
ー
共
に
お
ま
か

せ
１
６
０
ド
ル
（
テ
ー
ブ
ル
）　

１
９
０
ド
ル
（
カ
ウ
ン
タ
ー
）

●Blue Ribbon sushi Bar & 
Grill 

ラ
ン
チ
と
デ
ィ
ナ
ー
共

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
寿
司
38
ド
ル

〜
、
お
ま
か
せ
１
５
０
ド
ル
〜

●Sushi Yasuda  

お
ま
か

せ　
（
握
り
15
貫
と
半
巻
物
）

１
７
０
ド
ル
、
お
ま
か
せ
（
12

貫
）
１
３
０
ド
ル

●
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

波
崎
に
ぎ

り
45
ド
ル　

特
選
に
ぎ
り
76
ド

ル
。
お
ま
か
せ
96
ド
ル

●
酒
蔵　

上
寿
司
刺
身
御
膳　

45
ド
ル
、
特
上
寿
司
刺
身
御

膳　

78
ド
ル
、　

鮪
づ
く
し
定

食　

45
ド
ル
。

●
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

ラ
ン
チ
と
デ
ィ

ナ
ー
共
に　

シ
ェ
フ
の
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
握
り
寿
司
48
ド
ル
（
5

個
）、
82
ド
ル
（
9
個
）

●Nakaji　
デ
ィ
ナ
ー
の
み　

お
ま
か
せ
３
６
５
ド
ル
（
カ
ウ

ン
タ
ー
）

●Icca

お
ま
か
せ
４
９
５
ド

ル●Kosaka 

デ
ィ
ナ
ー
の
み　

お
ま
か
せ
２
５
０
ド
ル
（
テ
ー

ブ
ル
）　

２
７
５
ド
ル
（
カ
ウ

ン
タ
ー
）

●Shuko 

デ
ィ
ナ
ー
の
み　

お
ま
か
せ
２
７
０
ド
ル

●Sushi AMANE 

デ
ィ
ナ
ー

の
み　

お
ま
か
せ
２
５
０
ド
ル

●Sendo

（
鮮
度
）　

デ
ィ
ナ

ー
の
み
寿
司
セ
ッ
ト
33
ド
ル
〜

●Morimoto 

デ
ィ
ナ
ー
の
み　

寿
司
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
75
ド

ル
＆
１
２
５
ド
ル
、
お
ま
か
せ

１
６
５
ド
ル
〜

●Kanoyama 　
デ
ィ
ナ
ー

の
み
寿
司
レ
ギ
ュ
ラ
ー
29
ド
ル

〜
、
お
ま
か
せ
１
９
５
ド
ル
。

●TOMO21 SUSHI. 

寿
司
レ

ギ
ュ
ラ
ー
（
握
り
８
貫
と
半
巻

物
）
38
ド
ル
50
セ
ン
ト
、
寿
司

デ
ラ
ッ
ク
ス
（
握
り
10
貫
と
巻

物
）
47
ド
ル

●SUSHI YOU  

お
ま
か
せ　

１
１
０
ド
ル　

お
ま
か
せ
寿
司

＆
刺
身　

１
５
０
ド
ル

●
対
馬　

お
ま
か
せ　

70
ド
ル　

寿
司
ラ
ン
チ　

25
ド
ル

●
つ
く
し　

お
ま
か
せ
66
ド
ル

●
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ　

寿
司
デ
ラ

ッ
ク
ス
（
握
り
９
貫
と
巻
物
）　

29
ド
ル　

お
ま
か
せ
ミ
ニ
（
握

り
６
貫
と
巻
物
）
35
ド
ル

【
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
外
】

 

●
Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
（
ハ
リ
ソ

ン
）　

寿
司
レ
ギ
ュ
ラ
ー
30
ド

ル
、
寿
司
デ
ラ
ッ
ク
ス
33
ド

ル
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
38
ド
ル
（
ウ

ニ
付
き
は
50
ド
ル
）
お
ま
か
せ

85
ド
ル　

５
コ
ー
ス
の
お
ま
か

せ
１
５
０
ド
ル
。

●
さ
ざ
ん
（
ア
ー
ズ
レ
ー
）　

す
し
さ
ざ
ん　

40
ド
ル
、　

す

し
上　

49
ド
ル　

お
ま
か
せ　

95
ド
ル　

●
竹
寿
司
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）
寿

司
Ａ
34
ド
ル
、
寿
司
Ｂ
（
ウ
ニ

付
き
）
41
ド
ル
、タ
ケ
ス
シ
（
握

り
10
貫
）
59
ド
ル
、
お
ま
か
せ

１
２
０
〜
１
５
０
ド
ル
。

●
有
吉　
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）
寿

司
レ
ギ
ュ
ラ
ー
（
握
り
7
貫
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
巻
）
22
ド
ル

50
セ
ン
ト
。

●
鈴
木
食
堂　
（
ク
イ
ー
ン
ズ
）

お
ま
か
せ（
握
り
10
貫
と
巻
物
）

70
ド
ル
、　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
寿
司

（
握
り
７
貫
と
巻
物
）
20
ド
ル

●
す
し
辰
（
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
／
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
）

寿
司
ミ
ッ
ク
ス
６
貫
17
ド
ル　

寿
司
デ
ラ
ッ
ク
ス
（
13
貫
と
半

巻
物
） 

29
ド
ル
ほ
か
。

●
鳥
郷（
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
・

ナ
ッ
ソ
ー
郡
）
握
り
デ
ラ
ッ
ク

ス　

42
ド
ル
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
寿

司
＆
刺
身
コ
ン
ボ
２
人
前　

66

ド
ル
ほ
か
。　
　
　
　
　

写真・波崎

Photo:kaoru Ishiguro

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

寿
司
屋
に
行
く

有名店のお値段
メニューで比較

https://sobaya.square.site/
https://japanvillage.com/
tel:2122136069
https://www.myhappytummyclub.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.eventbrite.com/o/kaya-abe-mageemomoglobalflowers-63560590313http://
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本

で
は
、
相あ

い
て手

と
の

関か
ん
け
い

係
を
大た

い
せ
つ切

に
す
る
た
め

に
、
謝し

ゃ
ざ
い罪

や
謙け

ん
そ
ん遜

の
言こ

と
ば葉

が
よ
く
使つ

か
わ
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
少す

こ
し
ぶ
つ
か
っ

た
だ
け
で
も
「
す
み
ま
せ

ん
」
と
言
い
、
何な

に
か
を
し

て
も
ら
っ
た
と
き
に
は

「
申も

う
し
訳わ

け
な
い
」
と
感

か
ん
し
ゃ謝

を
込こ
め
て
伝つ

た
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自じ

ぶ
ん分

の
功こ

う
せ
き績

を
話は

な
す
と
き
も

「
た
い
し
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
」
と
控ひ

か
え
め

に
述の

べ
る
の
が
一

い
っ
ぱ
ん
て
き

般
的

で
す
。
謝し

ゃ
ざ
い罪

や
謙け

ん
そ
ん遜

は
、

相あ
い
て手

へ
の
配は

い
り
ょ慮

や
場ば

の

空く
う
き気

を
和や

わ
ら
げ
る
た
め
の

大た
い
せ
つ

切
な
マ
ナ
ー
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
言こ

と
ば葉

だ
け
で
な

く
、
軽か

る
く
頭

あ
た
まを

下さ
げ
る
な

〜
謝し
ゃ
ざ
い罪
と
謙け
ん
そ
ん遜
〜

飛と

ん
で
火ひ

に
入い

る
夏な
つ
の
虫む
し

• 謝罪：shazai (apology)
• 謙遜：kenson (modesty, humility)
• 申し訳ない：moushiwakenai (I’m sorry / 
   I feel bad)
• 控えめ：hikaeme (reserved, modest)
• 所作：shosa (behavior, manner)
• 敬意：keii (respect)

　

自じ
ぶ
ん分

か
ら
危き

け
ん険

に
飛と

び
込こ

ん
で
い
く
例た

と
え
で

ど
の
所し

ょ
さ作

に
も
心

こ
こ
ろが

込こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
相
手
へ

の
敬け

い
い意

を
表

あ
ら
わす

、
日に

ほ
ん本

ら

し
い
ふ
る
ま
い
の
ひ
と
つ

で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

• ふるまい：furumai (conduct, behavior)
• 夏の虫：Natsuno Mushi (summer insect. 
In this proverb, it refers to a moth)
• 習性：Shusei (habit)
• 愚人 ：gujin(fool)
• 詐欺メール：sagimeiru (on line scam)
• 「飛んで火に入る夏の虫」と同じ意味の
  英語　　You are reckless

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
9
日
、「
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
区
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に

お
け
る
銃
撃
事
件
の
発
生
（
続

報
）」
と
題
し
た
注
意
喚
起
を

行
っ
た
。

　

９
日
午
前
１
時
20
分
頃
、
タ

イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
付
近
（
７
番

街
と
44
丁
目
の
交
差
点
）
に
お

い
て
銃
撃
事
件
が
発
生
。
報
道

に
よ
る
と
、
３
人
が
負
傷
、
容

疑
者
１
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
事

態
は
沈
静
化
し
て
お
り
、
テ
ロ

と
の
関
連
性
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
お
い

て
は
２
０
２
１
年
に
も
同
様
の

銃
撃
事
件
が
あ
り
、
３
人
が
負

傷
し
て
い
る
。
最
近
で
は
７
月

28
日
夕
刻
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

パ
ー
ク
街
３
４
５
番
地
（
総
領

事
館
近
く
）
に
お
い
て
銃
乱
射

事
件
が
発
生
し
、警
察
官
１
人
、

民
間
人
３
人
が
死
亡
し
た
。
在

留
邦
人
及
び
渡
航
者
は
最
新
情

報
の
入
手
に
努
め
、「
こ
こ
は

日
本
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
不
測
の
事
態
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

　

犯
罪
類
型
別
の
留
意
事
項
は

次
の
通
り
。

【
車
両
突
入
】

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
街
灯
な
ど

の
遮
へ
い
物
が
な
い
歩
道
な
ど

で
は
危
険
が
増
す
こ
と
を
認
識

す
る
。

・
歩
道
を
歩
く
際
は
で
き
る
だ

け
道
路
側
か
ら
離
れ
て
歩
く
。

【
爆
弾
、
銃
器
を
用
い
た
犯
罪
】

・
爆
発
や
銃
撃
の
音
を
聞
い
た

ら
、
そ
の
場
に
伏
せ
る
な
ど
直

今
度
は
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で

発
砲
事
件
続
く
Ｎ
Ｙ

す
。「
火ひ

」
は
災さ

い
な
ん難

や
身み

を
亡ほ

ろ
ぼ
す
よ
う
な
リ
ス
ク

を
指さ

し
、「
虫む

し
」
は
無む

ぼ
う謀

な
行こ

う
ど
う動

を
と
る
人に

ん
げ
ん間

の
こ

と
。
元も

と
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
蛾が

な
ど
の
夏な

つ
の
虫む

し

が
明あ

か
る
い
光

ひ
か
りに

集あ
つ

ま
っ

て
く
る
習

し
ゅ
う
せ
い

性
か
ら
。
昔

む
か
し

は
野や

が
い外

で
明あ
か
り
と
し
て

松た
い
ま
つ

明
を
燃も
や
し
て
い
た
の

で
す
が
、
燃も

え
盛さ

か
る
炎

ほ
の
お

に
虫む

し
が
飛と
び
込こ
ん
で
焼や
け

て
し
ま
う
よ
う
す
か
ら
生う

ま
れ
た
こ
と
わ
ざ
で
す
。

鎌か
ま
く
ら
じ
だ
い

倉
時
代
（
13
世せ

い
き紀

）
の

物も
の
が
た
り

語
に
も
「
愚ぐ

じ
ん人

は
、

夏な
つの

虫む
し

」
の
表

ひ
ょ
う
げ
ん

現
が
あ
り

ま
す
。「
詐さ

ぎ欺
メ
ー
ル
に

返へ
ん
じ事

を
出だ
す
な
ん
て
、
飛と

ん
で
火ひ
に
入い
る
夏な

つ
の
虫む

し
だ

よ
」
な
ど
、
わ
ざ
わ
ざ

危き
け
ん険

に
巻ま
き
込こ
ま
れ
そ
う

な
と
き
に
使つ

か
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

の
際
の
経
路
等
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
入
念
に
確
認
す
る
。

・
会
場
へ
の
出
入
り
に
際
し
て

は
、
混
雑
の
ピ
ー
ク
を
外
し
、

人
混
み
を
避
け
る
。

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
会
場
の
外
側
や
出
入

口
付
近
は
危
険
で
あ
り
、
こ
う

し
た
場
所
で
の
人
混
み
や
行
列

は
避
け
る
よ
う
に
す
る
。
空
港

等
で
は
、
人
の
立
入
り
が
容
易

な
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
付
近
に
不

必
要
に
近
寄
っ
た
り
長
居
し
た

り
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ゲ
ー
ト
を
速
や
か
に
通

過
す
る
。

・
二
次
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
周

囲
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て

も
冷
静
に
行
動
す
る
よ
う
努
め

る
。

ち
に
低
い
姿
勢
を
と
り
、
頑
丈

な
も
の
の
陰
に
隠
れ
る
。

・
周
囲
を
確
認
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
銃
撃
音
等
か
ら
離
れ
る
よ

う
、
低
い
姿
勢
を
保
ち
つ
つ
速

や
か
に
安
全
な
と
こ
ろ
に
退
避

す
る
。
閉
鎖
空
間
の
場
合
、
出

入
口
に
殺
到
す
る
と
雑
踏
事
故

な
ど
の
二
次
被
害
に
遭
う
こ
と

も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
。

・
爆
発
は
複
数
回
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
爆
発
後
に

様
子
を
見
に
行
か
な
い
。

【
刃
物
を
用
い
た
犯
罪
】

・
犯
人
と
の
距
離
を
取
る
。
周

囲
に
あ
る
物
を
使
っ
て
攻
撃
か

ら
身
を
守
る
。

【
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
空
港
等
の

屋
内
で
の
テ
ロ
】

・
不
測
の
事
態
の
発
生
を
念
頭

に
、
出
入
口
や
非
常
口
、
避
難

ラ
イ
ナ
ー
容
疑
者
（
66
歳
）
で
、

土
曜
日
の
夜
に
暴
行
と
武
器
の

不
法
所
持
の
罪
で
起
訴
さ
れ

た
。
事
件
の
原
因
に
つ
い
て
は

取
り
調
べ
中
と
し
て
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
被
害
に
遭
っ
た

男
性
は
マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ

病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
、
容
体

は
安
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

西
１
０
９
丁
目
と
コ
ロ
ン
バ

ス
通
り
の
交
差
点
付
近
で
９
日

土
曜
日
に
31
歳
の
男
性
が
首
を

切
り
つ
け
ら
れ
る
事
件
が
発
生

し
た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
警
察（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は
11
日
、
こ
の
事
件

の
容
疑
者
と
み
ら
れ
る
男
性
を

逮
捕
し
た
と
発
表
し
た
。
逮
捕

さ
れ
た
の
は
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・

　

金
融
街
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト

リ
ー
ト
駅
付
近
に
あ
る
ハ
ー
レ

ム
行
き
地
下
鉄
３
番
線
車
両
内

で
6
日
午
後
11
時
過
ぎ
、
電
車

に
乗
っ
て
い
た
29
歳
の
女
性
が

男
性
か
ら
バ
ッ
グ
を
要
求
さ

れ
、
鋭
利
な
刃
物
で
腕
、
肘
、

背
中
を
切
り
つ
け
ら
れ
た
。
男

性
は
バ
ッ
グ
と
女
性
の
携
帯
電

話
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。

　

第
1
分
署
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
警
察
第
2
交
通
管
区
の
警
察

官
が
こ
の
事
件
に
対
応
に
出
動

し
た
。
救
急
隊
員
は
負
傷
者
を

ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
搬
送
し
、

容
態
は
安
定
し
て
い
る
。
警
察

に
よ
る
と
、
容
疑
者
は
20
代
の

男
性
で
、
最
後
に
目
撃
さ
れ
た

際
は
紺
色
の
フ
ー
ド
付
き
セ
ー

タ
ー
を
着
て
灰
色
の
バ
ッ
ク
パ

ッ
ク
を
背
負
っ
て
い
た
と
い

う
。
逮
捕
者
は
出
て
お
ら
ず
、

捜
査
は
継
続
中
で
警
察
は
車
内

に
設
置
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
に

映
っ
て
い
た
容
疑
者
の
動
画
を

公
開
し
、
こ
の
襲
撃
に
関
す
る

情
報
の
提
供
を
求
め
て
い
る
。

　

心
当
た
り
の
人
は
、Crime 

Stoppers

（800-577-TIPS

、

ス
ペ
イ
ン
語
の
場
合
は

888-57-PISTA

）
ま
で
電
話

す

る

か
、crimestoppers.

nypdonline.org 

に
情
報
提

供
、
ま
た
は
Ｘ
（
旧Twitter

）

の@NYPDTips 

に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
す
べ
て
の
情
報
は

秘
密
厳
守
さ
れ
る
。

金
融
街
の
地
下
鉄
車
内
で

女
性
切
り
つ
け
バ
ッ
グ
奪
う

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド

男
性
が
首
切
り
つ
け
ら
れ
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
が

セ
ン
ト
ラ
ル
ハ
ー
レ
ム
（
郵

便
番
号10027

、10030

、

10035

、10037

、10039

）

お
よ
び
周
辺
地
域
に
お
け
レ
ジ

オ
ネ
ラ
症
の
地
域
集
団
に
つ
い

て
の
最
新
情
報
を
提
供
し
た
。

7
月
25
日
以
降
、
58
人
が
レ
ジ

オ
ネ
ラ
症
と
診
断
さ
れ
、
2
人

が
死
亡
し
た
。
7
月
下
旬
以
降

に
影
響
を
受
け
た
地
域
に
い　

人
々
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

似
た
症
状
、
発
熱
、
咳
、
呼
吸

困
難
を
感
じ
て
い
る
場
合
は
、

直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
レ

ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ

属
菌
に
よ
る
細
菌
感
染
症
で

肺
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
と
診
断

ハ
ー
レ
ム
で
２
人
死
亡

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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広
島
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
80

年
を
迎
え
た
８
月
５
日
（
日
本

時
間
６
日
）、「
Ｎ
Ｙ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
平
和
の
集
い
」
が
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
39
丁
目
に
あ

る
立
正
佼
成
会
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
（
代
表
・
中
垣
顕

実
法
師
）
が
主
催
し
、
宗
教
や

宗
派
を
超
え
て
広
島
・
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
毎
年
恒
例
の
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
回
で
32
回
目
を
迎

え
た
。

　

集
い
で
は
仏
教
、
神
道
、
キ

リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ

ン
ズ
ー
教
な
ど
の
宗
教
指
導
者

が
平
和
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

祈
り
を
捧
げ
た
。
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
広
島
平
和
記
念
式
典
の
様

子
が
上
映
さ
れ
、
原
爆
投
下
時

刻
の
午
後
７
時
15
分
（
日
本
時

間
８
時
15
分
）
に
参
加
者
全
員

で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

最
後
に
Ｎ
Ｙ
広
島
会
の
古
本

武
司
名
誉
会
長
（
80
）
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。
古
本
さ
ん

は
１
９
４
４
年
10
月
、
戦
時
下

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ゥ
リ

ー
レ
イ
ク
強
制
収
容
所
で
生
ま

れ
た
。
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
、

45
年
末
に
親
の
実
家
が
あ
る
広

島
市
に
一
家
で
移
り
、
原
爆
で

焼
け
野
原
と
な
っ
た
広
島
で
育

っ
た
。
10
歳
の
時
に
一
家
は
米

国
に
戻
っ
た
。
古
本
さ
ん
は
大

学
を
卒
業
し
た
23
歳
の
時
に
、

米
国
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
い

と
士
官
学
校
に
入
学
。
半
年
学

ん
だ
後
、
70
年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
に
従
軍
し
た
。
71
年
に
帰
還

し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
に
悩
ま

さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

り
、
72
年
に
現
在
の
妻
で
あ
る

キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
と
結
婚
し
、
古

本
不
動
産
を
創
業
し
た
。

　

古
本
さ
ん
は
「
こ
の
２
、３

年
の
間
に
も
戦
争
が
起
き
て
お

　

 

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
舞
台
公
演
部
は

２
０
２
５
年
秋
か
ら
26
年
初

夏
・
新
シ
ー
ズ
ン
の
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
を
発
表
（
先
週
号
既
報
）

し
た
が
、
９
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
は
「
三
島
由
紀
夫
・
生
誕

１
０
０
周
年
シ
リ
ー
ズ（
英
題
：

Yukio Mishima Centennial 
Series: Emergences

）」
と
題

し
、
三
島
由
紀
夫
に
関
連
し
た

舞
台
公
演
シ
リ
ー
ズ
を
開
催
す

る
。
戦
後
の
日
本
を
代
表
す
る

作
家
で
あ
り
、
文
芸
や
美
学
か

ら
政
治
思
想
に
至
る
ま
で
日
本

と
世
界
に
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
残
し
た
三
島
は
、
誕
生
か
ら

今
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

文
学
界
、
演
劇
界
、
映
画
界
と

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍

し
た
三
島
の
功
績
を
俯
瞰
し
つ

つ
、
彼
が
次
世
代
に
与
え
た
影

響
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
に

影
響
を
与
え
た
日
本
の
伝
統
美

ま
で
、
舞
台
芸
術
と
い
う
切
り

口
か
ら
三
島
の
世
界
を
見
直

す
。
ま
た
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
と
し
て
、
三
島
に
関
す
る
文

学
ト
ー
ク
や
三
島
作
品
を
原
作

と
し
た
映
画
の
上
映
会
も
行
わ

れ
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
幕
開
け
は
９
月

11
日
か
ら
20
日
ま
で
、
演
劇
作

品
『KINKAKUJI

』
の
世
界
初

演
。
海
外
か
ら
の
評
価
も
高
い

代
表
作
『
金
閣
寺
』（
１
９
５
７

年
出
版
）
を
、
日
米
演
劇
界
の

架
け
橋
と
し
て
長
く
活
躍
す
る

在
Ｎ
Ｙ
の
レ
オ
ン
・
イ
ン
ガ
ル

ス
ラ
ッ
ド
（
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
カ
ン
パ

ニ
ー
共
同
創
立
者
）
と
、
実
験

劇
場
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
や

映
画
ま
で
こ
な
す
韓
国
系
ア
メ

リ
カ
人
俳
優
、
メ
ジ
ャ
ー
・
ク

ル
ダ
が
共
同
で
翻
案
。
三
島
の

原
作
か
ら
再
構
築
し
た
新
た
な

テ
キ
ス
ト
を
軸
に
、
イ
ン
ガ
ル

ス
ラ
ッ
ド
の
演
出
、
ク
ル
ダ
の

独
演
に
て
、
詩
的
な
一
人
芝
居

と
し
て
上
演
す
る
。

　

続
い
て
10
月
に
は
、
三
島

の
近
代
能
楽
集
に
収
め
ら
れ

た
『
綾
の
鼓
』
を
原
作
と
す
る

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
・

シ
ア
タ
ー
『 Le Tambour de 

Soie　
綾
の
鼓
』（
10
月
24
日
・

り
、
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
世
界
が

終
わ
る
よ
う
な
大
変
危
険
な
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自

ら
が
経
験
し
た
強
制
収
容
所
、

広
島
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
話
を

政
府
、
学
校
、
会
社
な
ど
で
し

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ

と
り
が
頑
張
っ
て
平
和
に
向
け

て
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
の
代
表
で
あ
る
中
垣
顕
実
法

師
は
、
原
爆
投
下
か
ら
80
年
の

節
目
の
年
に
合
わ
せ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
宗
教
指
導
者
を
は
じ
め

と
す
る
人
々
か
ら
な
る
代
表
団

を
率
い
て
広
島
と
長
崎
を
訪
問

中
で
、
こ
の
日
は
広
島
を
訪
れ

て
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
た
。
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
「
日
本
被
団
協
」

（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
）
の
人
た
ち
と
も
面
会
し

た
。
長
崎
の
日
の
平
和
の
集
い

は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
本

時
間
９
日
に
合
わ
せ
、
８
日
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
わ
れ

た
。（
武
末
幸
繁
／
文
・
写
真
）

　

６
月
の
民
主
党
予
備
選
で
民

主
社
会
主
義
者
の
マ
ム
ダ
ニ
氏

が
ク
オ
モ
氏
を
破
る
と
い
う
大

番
狂
わ
せ
が
あ
っ
た
。
共
和
党

は
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ス
リ
ワ
氏

（
71
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
ズ
創
設
者
）
を
擁
立
し

て
い
る
。
現
職
の
エ
リ
ッ
ク
・

ア
ダ
ム
ス
市
長
（
64
）
と
保
守

系
の
ジ
ム
・
ウ
ォ
ル
デ
ン
氏

（
59
、元
連
邦
検
事
補
、弁
護
士
）

は
と
も
に
無
所
属
の
独
立
候
補

と
し
て
立
候
補
し
て
い
る
。　

　

ク
オ
モ
氏
は
民
主
党
予
備
選

敗
退
後
の
７
月
14
日
に
な
っ
て

独
立
系
と
し
て
フ
ァ
イ
ト
・
ア

ン
ド
・
デ
リ
バ
リ
ー
党
か
ら
立

候
補
し
選
挙
戦
を
継
続
す
る
と

表
明
。
こ
れ
を
受
け
て
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
翌
15
日
、
記
者
団

を
前
に
「
ク
オ
モ
氏
は
残
る
べ

き
だ
と
思
う
」と
語
っ
た
。「
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
（
ク
オ
モ
）
な
ら

勝
て
る
と
思
う
。
厳
し
い
選
挙

戦
を
強
い
ら
れ
る
は
ず
だ
。
共

産
主
義
者
と
戦
う
の
だ
か
ら
」

と
付
け
加
え
た
。
ク
オ
モ
氏
の

勝
利
を
望
む
か
と
の
質
問
に
対

し
て
は
「
言
い
た
く
な
い
。
私

は
共
和
党
員
だ
が
、
彼
は
民
主

党
員
か
無
所
属
だ
」
と
か
わ
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
と
ク
オ
モ
氏

は
過
去
、
政
策
面
で
対
立
す
る

こ
と
が
多
く
、
名
指
し
で
罵
倒

し
合
う
関
係
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン

プ
氏
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
は
「
共
産
主
義
の
お
か
し
な

奴
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
破
壊
さ

せ
な
い
」、
自
分
が
「
す
べ
て

の
手
段
」
と
「
す
べ
て
の
カ
ー

ド
」を
握
っ
て
い
る
と
投
稿
し
、

市
長
選
へ
の
影
響
力
行
使
や
介

入
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

　

ゼ
ニ
ス
・
リ
サ
ー
チ
／
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
プ
ロ
グ
レ
ス
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
７
月
29
日
に

発
表
し
た
最
新
の
世
論
調
査
に

よ
れ
ば
、
マ
ム
ダ
ニ
氏
の
支
持

率
は
約
50
％
で
、
２
位
の
ク
オ

モ
氏
の
約
22
％
に
大
差
を
つ
け

て
い
る
。
以
下
、
ス
リ
ワ
氏
約

13
％
、
ア
ダ
ム
ス
氏
約
７
％
、

ウ
ォ
ル
デ
ン
氏
約
１
％
、
そ
の

ほ
か
未
定
が
約
６
％
と
な
っ
て

い
る
。　
　
　
（
１
面
に
記
事
）

25
日
）
を
上
演
す
る
。
共
に
フ

ラ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
に
国
際
的
に

活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
家

の
伊
藤
郁
女
（
か
お
り
）
と
演

出
家
・
俳
優
の
笈
田
ヨ
シ
の
協

作
・
共
演
で
２
０
２
０
年
に
ア

ビ
ニ
ョ
ン
芸
術
祭
に
て
世
界
初

演
。
大
変
な
高
評
価
で
話
題
と

な
っ
た
作
品
の
北
米
初
演
と
な

る
。

　

今
回
の
Ｎ
Ｙ
公
演
で
は
、
笈

田
が
演
じ
た
老
人
役
を
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・

シ
ア
タ
ー
を
長
ら
く
牽
引
し
て

き
た
俳
優
・
演
出
家
の
ポ
ー

ル
・
ラ
ザ
ー
ル
が
演
じ
る
。
伊

藤
と
ラ
ザ
ー
ル
の
ダ
ブ
ル
主
演

に
加
え
、
南
仏
ベ
ー
ス
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
で
初
演
以
来
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ス
ト
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
矢
吹
誠
が
打
楽
器

を
演
奏
。
ダ
ン
ス
と
打
楽
器
の

音
色
が
混
ざ
り
合
い
、
人
間
の

浅
は
か
さ
と
怨
念
を
綴
る
。
11

月
に
は
日
本
か
ら
、
ス
ズ
キ
拓

朗
率
い
る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
「CHAiroiPLIN

（
チ
ャ
イ

ロ
イ
プ
リ
ン
）」
を
招
き
、『
橋

づ
く
し
』（
11
月
15
日
・
16
日
）

の
世
界
初
演
を
行
う
。
芥
川
龍

之
介
や
太
宰
治
と
い
っ
た
日
本

の
文
豪
の
小
説
や
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
作
品
を
ダ
ン
ス
の
舞
台

に
換
え
る
「
お
ど
る
小
説
シ

リ
ー
ズ
」
を
展
開
し
て
き
た

「CHAiroiPLIN

」
が
、
三
島

の
短
編
小
説
『
橋
づ
く
し
』
に

初
挑
戦
。
優
れ
た
身
体
性
に
加

え
て
映
像
や
小
道
具
を
駆
使
し

て
物
語
を
紡
い
で
い
く
独
特
の

ス
タ
イ
ル
は
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
広
い
観
客
層
が
楽
し
め
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

原爆投下から 80年
平
和
の
集
い
Ｎ
Ｙ
で

 

（
写
真
）　

平
和
の
集
い
で
講
演

す
る
古
本
名
誉
会
長
（
６
日
、
立

正
佼
成
会
セ
ン
タ
ー
）

戦
争
絶
え
間
な
い
世
界

「
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で

世
界
は
終
わ
る
」

楽しい

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

三
島
由
紀
夫
特
集

Ｊ
Ｓ
で
秋
か
ら
続
々

巻
き
返
し
図
る
ク
オ
モ
候
補

民
主
党
と
決
別
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
統
領
が
秋
波

NY市長選は水面下で混迷

マムダニ氏支持率独走も
 Le Tam

bour de Soie　

綾
の
鼓

「C
H

AiroiPLIN

」
の
『
橋
づ
く
し
』
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2025年（令和 7年）8月 16日（土） ［総　合］　　（6  ）

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第114回例会/令和7年8月例会  
開催日： 令和7年8月28日(木曜日)
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題： 原爆と終戦の詔書
－原爆投下は戦争犯罪ではなかったのか－
開　場： 17:45 (軽飲食あり）
時　間： 18:15 ～20：30（途中休憩を含む）
講　師： 高崎康裕（会長）
会　費： 一般会費30ドル（会員20ドル）
初回参加無料
参加申込： Eメール 
rekishikenkyuny@gmail.com 研究会事務局 

　今月は80年目の「終戦の日」に因み、大東亜
戦争の意味を理解することから始め、原爆投下
によるポツダム宣言受諾を巡る政府の苦悩と、
天皇の「終戦の詔書」放送までの経緯を辿りな
がら、焦土からの再興を目指した天皇と国民の
忍従の歴史を振り返る。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

香
川
県
さ
ぬ
き
市
で
7
月
19

日
に
開
催
さ
れ
た
「
海
外
起
業

家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
本
紙
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
連
載
で
お
馴
染
み
の
古

市
裕
子
氏
（
Ｎ
Ｙ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ

ン
代
表
）
が
北
米
ビ
ジ
ネ
ス
・

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
講
演
し
た
。

　

世
界
各
国
か
ら
約
１
０
０
人

の
経
営
者
や
起
業
家
が
集
う
同

会
合
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
米
国
な
ど

多
様
な
地
域
か
ら
参
加
者
が
集

結
。
日
本
各
地
で
海
外
ビ
ジ
ネ

ス
に
取
り
組
む
企
業
家
も
加
わ

り
、
国
際
的
な
情
報
交
換
の
場

と
な
っ
た
。

　

北
米
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

は
「
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
時

代
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」。
古
市
氏

は
、
元
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
勤
務
で
現
在
シ
ア
ト
ル
在
住

の
岩
崎
正
史
代
表
（W

ebrain 
Think Tank

社
）
ら
と
共
に
、

ア
メ
リ
カ
市
場
の
現
状
や
ト
ラ

ン
プ
政
権
下
の
政
策
動
向
、
日

本
企
業
の
課
題
と
対
応
策
に
つ

い
て
議
論
し
た
。
特
に
、
米
国

の
強
大
な
購
買
力
と
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
革

命
の
影
響
、
そ
し
て
経
済
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
進
出

戦
略
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

詳
説
し
た
。

伊
藤
園
や
一
風
堂
の
成
功

　

講
演
で
は
、
す
で
に
北
米
進

出
を
果
た
し
た
お
茶
の
伊
藤
園

や
ラ
ー
メ
ン
の
一
風
堂
な
ど
、

日
系
企
業
の
成
功
事
例
も
紹

介
。
現
地
市
場
で
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
や
商
品
展
開
の
工
夫
、

販
路
拡
大
に
お
け
る
効
果
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
な

ど
、
実
務
的
な
ヒ
ン
ト
を
提
示

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
具
体

的
で
分
か
り
や
す
く
、
今
後
の

戦
略
立
案
に
直
結
す
る
内
容
だ

っ
た
」
と
高
い
評
価
を
得
た
。

　

古
市
氏
は
最
後
に
「
今
後
も

日
系
企
業
の
米
国
市
場
で
の
可

能
性
は
大
き
い
が
、
現
地
の
経

済
・
政
治
環
境
を
理
解
し
、
柔

軟
に
戦
略
を
調
整
す
る
こ
と
が

成
功
の
鍵
」
と
強
調
し
た
。
今

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
北
米
進

出
を
目
指
す
日
本
企
業
に
と
っ

て
貴
重
な
指
針
と
な
っ
た
よ
う

だ
。

古市氏、香川県さぬき市で
対米進出の成功例解説

講演会場は、さぬき市内の小学校 (統廃合 )施設をリニューアル

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
私

が
日
本
滞
在
中
に
お
会
い
し

た
、
エ
ゴ
マ
由
来
の
水
素
サ
プ

リ
の
開
発
者
に
、
話
題
の
「
Ｎ

Ｍ
Ｎ
」
と
「
水
素
と
Ｎ
Ｍ
Ｎ
を

組
み
合
わ
せ
た
サ
プ
リ
メ
ン

ト
」
に
つ
い
て
伺
っ
た
お
話
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

水
素
は
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
を

抑
え
る
こ
と
で
細
胞
の
環
境
を

整
え
る
サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、Ｎ
Ｍ
Ｎ（
ニ

コ
チ
ン
ア
ミ
ド
モ
ノ
ヌ
ク
レ
オ

チ
ド
）
は
、
体
内
で
Ｎ
Ａ
Ｄ+

と
い
う
補
酵
素
に
変
換
さ
れ
、

細
胞
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
助

け
る
成
分
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
酸
化
ダ
メ
ー
ジ

を
軽
減
し
つ
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
を
整
え
る
と
い
う
、
新
し
い

発
想
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
シ
ン
ク

レ
ア
博
士
が
行
っ
た
「
水
素
と

Ｎ
Ｍ
Ｎ
の
相
乗
効
果
」
に
関
す

る
ネ
ズ
ミ
の
実
験
報
告
書
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
験

で
は
、
血
管
内
皮
細
胞
の
サ
ー

チ
ュ
イ
ン
タ
ン
パ
ク
質
量
や
血

管
新
生
、
持
久
力
の
測
定
な
ど

が
行
わ
れ
て
お
り
、
水
素
と
Ｎ

Ｍ
Ｎ
を
併
用
す
る
こ
と
で
単
体

使
用
よ
り
も
高
い
改
善
効
果
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
理
論
に

加
え
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
が
伴

う
こ
と
で
、
研
究
の
信
頼
性
と

将
来
性
が
一
層
実
感
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
開
発
者
ご
本
人
が
90
歳
を

迎
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
も
、
週

に
一
度
３
キ
ロ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
習
慣
に
し
て
い
る
と
い
う
お

話
で
す
。
実
際
に
そ
の
若
々
し

い
姿
勢
や
は
っ
き
り
と
し
た
話

し
ぶ
り
を
前
に
し
、
研
究
内
容

が
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
日

常
の
実
践
を
通
じ
て
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

Ｎ
Ｍ
Ｎ
単
体
で
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
が
、
水
素
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
酸
化
ス
ト

レ
ス
を
抑
え
つ
つ
効
率
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
代
謝
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
考
え
方
は
非
常
に
魅

力
的
で
す
。
細
胞
レ
ベ
ル
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
目
指
す
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
健
康
維
持
や
エ
イ

ジ
ン
グ
ケ
ア
の
観
点
か
ら
も
今

後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
私
自
身
、
こ

の
お
話
を
伺
っ
て
、
水
素
と
他

の
成
分
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
さ
ら
に
広
が
る
可
能
性
に
、

大
き
な
期
待
を
抱
か
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
38
）
水
素
と
Ｎ
Ｍ
Ｎ
を
組
み
合
わ
せ
た

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
可
能
性

　

リ
タ
イ
ア
後
の
収
入
で
、
多

分
私
た
ち
の
一
番
大
き
な
も
の

は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
（
Ｓ
Ｓ
、
米
国
年
金
）
か

ら
の
収
入
で
し
ょ
う
。
生
き
て

い
る
限
り
も
ら
え
る
の
で
リ
タ

イ
ア
し
た
後
の
イ
ン
カ
ム
の
一

部
と
し
て
は
非
常
に
重
要
に
な

り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
は
、
給
与
所
得

生
活
者
で
あ
れ
ば
、
米
国
政
府

が
あ
な
た
の
給
料
か
ら
６
・
２

％
、
そ
し
て
同
額
と
な
る
会
社

か
ら
６
・
２
％
を
税
金
と
し
て

徴
収
し
、
そ
の
お
金
を
国
債
と

し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
が
も
ら
え
る
金
額
は
、
あ
な

た
が
仕
事
で
得
た
収
入
と
税
金

を
納
め
た
年
数
で
決
ま
り
ま

す
。
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
次
回
で

少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

会
社
勤
め
の
人
が
、
リ
タ
イ

ア
し
て
給
与
生
活
を
終
え
た

後
、
自
分
で
起
業
し
て
自
営
業

に
で
も
な
ら
な
い
限
り
、
そ
の

後
の
人
生
を
米
国
年
金
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
な
か

な
か
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。
著
作
権
収
入
、
不
動
産
収

入
な
ど
不
労
所
得
が
あ
れ
ば
い

い
で
す
が
、
そ
れ
が
な
い
場
合

は
、
自
分
で
積
み
立
て
の
個
人

年
金
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
も
し
ま
だ
働
い
て
い

て
、
リ
タ
イ
ア
が
ま
だ
先
で
、

４
０
１
ｋ
と
か
Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
、

自
分
で
管
理
が
出
来
る
年
金
を

積
み
立
て
ら
れ
る
な
ら
す
ぐ
始

め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

特
に
４
０
１
ｋ
で
会
社
が
同

額
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
く
れ
る
な

ら
、
必
ず
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
％
ま
で
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

４
０
１
ｋ
や
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
自
分

で
投
資
な
ど
運
用
す
る
選
択
肢

が
あ
る
の
で
、「target date 

fund 

」
な
ど
の
投
資
で
自
分

が
リ
タ
イ
ア
す
る
年
に
合
わ
せ

て
運
用
す
る
こ
と
も
考
え
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら

銀
行
貯
蓄
の
Ｉ
Ｒ
Ａ
も
い
い
の

で
す
が
、
年
金
と
し
て
は
イ
ン

フ
レ
率
よ
り
金
利
が
低
い
た

め
、
リ
タ
イ
ア
し
た
時
に
は
購

買
力
が
減
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
ち
な
み
に
Ｓ
Ｓ
は
物
価
変

動
率
に
合
わ
せ
て
増
額
調
整
さ

れ
ま
す
。

　

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
は
結
婚
さ

れ
て
い
る
な
ら
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

す
の
で
必
ず
2
人
で
決
め
て
く

だ
さ
い
。
特
に
４
０
１
ｋ
と
か

Ｉ
Ｒ
Ａ
の
受
取
人
は
非
常
に
需

要
な
事
で
す
。
今
裁
判
所
で
審

議
中
の
実
例
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
４
０
１
ｋ
で
受
け
取
り
人

が
数
十
年
前
の
夫
の
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の

４
０
１
ｋ
の
持
ち
主
（
夫
）
が

死
ん
で
、
家
族
が
元
ガ
ー
ル
フ

レ
ン
ド
と
運
用
会
社
を
訴
え
て

い
る
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
裁

判
所
は
元
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
に

お
金
を
渡
す
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。「
遺
書
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
で
す
」
で
は
大
丈
夫
で
は

な
い
の
で
す
。
４
０
１
ｋ
と
か

Ｉ
Ｒ
Ａ
は
運
用
会
社
と
の
契
約

で
す
の
で
、
遺
書
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
私
の
経
験
で
よ
く
あ

っ
た
の
が
、
お
客
様
で
「
い
ま

自
分
は
独
身
な
の
で
、
受
取
人

は
母
の
名
前
に
し
て
お
く
」
と

し
て
、
そ
の
後
、
母
親
が
亡
く

な
っ
て
そ
の
ま
ま
忘
れ
て
い
る

と
受
け
取
り
人
が
い
な
い
も
の

と
裁
判
所
で
判
断
さ
れ
る
事
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
の

で
リ
タ
イ
ア
後
の
こ
と
は
、
必

ず
家
族
と
相
談
し
て
決
め
て
く

だ
さ
い
。
な
る
べ
く
多
く
の
お

金
を
引
退
後
に
残
す
こ
と
は
大

切
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
計
画

性
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
合
っ
た

生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
３
）
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
は

リ
タ
イ
ア
時
の
収
入
が
い
く
ら
か
把
握
す
る
こ
と

　

な
か
お
・
け
ん
じ
＝
カ
ン
サ

ス
州
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
大
卒
。
セ

ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
大
学
大
学
院

修
士
過
程
修
了
Ｍ
Ｂ
Ａ
取
得
。

東
京
銀
行
信
託
会
社
Ｎ
Ｙ
に

１
９
７
４
年
か
ら
94
ま
で
、
最

後
は
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
支
店

長
、
そ
の
後
大
和
銀
行
信
託
会

社
Ｎ
Ｙ
に
2
年
、
大
和
銀
行

Ｎ
Ｙ
の
閉
鎖
の
後
、
シ
テ
ィ

バ
ン
ク
五
番
街
支
店
に
入
社
、

２
０
２
４
年
に
引
退
。
そ
れ
ぞ

れ
の
金
融
機
関
で
、
主
に
日
系

企
業
ま
た
個
人
に
対
し
て
一
般

銀
行
業
務
の
支
援
、
引
退
す
る

前
の
10
年
は
個
人
、
特
に
日
系

人
の
資
産
運
用
を
手
伝
う
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
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ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地
域社会や世界への貢献のためさまざまな
活動をしています。

■秋の学習コース9月開講・参加者募集
大学進学準備コース／ハイブリッド形式  
勉強の仕方シリーズ １～３  

時間: 1:30pm- 3:00pm + 質疑応答  
場所: 12-17 Jackson Ave. 1st Floor, 
LIC NY 11101 (Kumon LIC)  &  Zoom  

1) 対面クラス またはZoomクラスの選択 
2) パッケージ チケット (3回分）$250  
または  単発チケット $100 の選択  

9月21日開講：勉強の仕方１
「心のケア」 
10月19日開講：勉強の仕方２
「時間管理術」 
11月9日開講：勉強の仕方３
「やる気と準備」  

＊日本語でのサポートあり 
＊対象年齢8－１２年生  

授業料収益はすべて自然災害支援や地域
コミュニティの支援に充てられます。

問い合わせ：Eメール info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　

Ｎ
Ｙ
市
議
会
極
左
の
進
歩
派

議
員
（
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
派
）

団
は
７
月
30
日
、
横
断
歩
道
の

半
径
20
フ
ィ
ー
ト
（
約
６
・
１

メ
ー
ト
ル
）
範
囲
内
の
駐
車
を

禁
じ
る
法
案
の
可
否
を
同
市
議

会
で
問
う
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
イ

ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
」
法
案
（
第

１
１
３
８
号
）
は
、
交
差
点
の

視
認
性
の
向
上
、
交
通
事
故
死

の
削
減
、
交
差
点
の
側
端
か
ら

20
フ
ィ
ー
ト
内
の
駐
車
を
禁
じ

る
既
存
の
Ｎ
Ｙ
州
法
に
準
拠
す

る
こ
と
を
目
的
に
ジ
ュ
リ
ー
・

ウ
ォ
ン
同
市
議
会
議
員
（
民
主

党
、
ク
イ
ー
ン
ズ
）
が
昨
年
12

月
に
提
出
し
た
。
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
代
わ
り
に
自
転
車
ラ
ッ

ク
、
駐
車
禁
止
を
示
す
ボ
ラ
ー

ド
を
設
置
す
る
。
同
市
内
の

２
０
２
４
年
の
交
通
事
故
死
は

１
１
９
人
で
、
一
昨
年
比
で
18

％
増
だ
っ
た
。
同
法
案
が
可
決

と
な
る
と
同
市
内
の
約
30
万
か

所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
利
用
で

き
な
く
な
る
。

　

一
方
、
今
年
４
月
の
公
聴
会

で
同
市
運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
の

エ
リ
ッ
ク
・
ビ
ー
ト
ン
局
長
は

同
法
に
つ
い
て
、
交
差
点
周
辺

の
走
行
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で

逆
に
、
運
転
手
は
適
正
速
度
を

制
御
し
な
く
な
り
、
急
カ
ー
ブ

走
行
を
促
し
「
年
間
の
交
通
事

故
件
数
は
最
高
１
万
５
０
０
０

件
に
増
加
し
か
ね
な
い
」
と
話

し
た
。
ま
た
同
局
は
、
同
市
内

の
約
４
０
０
０
か
所
の
交
差
点

周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
閉
鎖

し
、
ボ
ラ
ー
ド
（
自
動
車
等
の

進
入
阻
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ

る
杭
）
な
ど
の
設
置
工
事
の
経

費
と
し
て
30
億
ド
ル
を
推
定
し

て
い
る
。
同
法
案
に
は
同
市
議

会
議
員
51
人
の
う
ち
、
18
人
の

進
歩
派
議
員
を
含
む
27
人
が
署

名
し
て
い
る
。エ
イ
ド
リ
ア
ン
・

ア
ダ
ム
ス
同
議
会
議
長
は
、
歩

行
者
を
含
む
す
べ
て
の
道
路
利

用
者
の
安
全
が
最
優
先
事
項
で

あ
り
「
同
法
案
は
市
議
会
で
慎

重
に
審
議
す
る
」
と
話
し
て
い

る
が
投
票
を
行
う
か
否
か
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

交
差
点
周
辺
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

30
万
か
所
駐
禁
に

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
数
65
万
人

の
政
治
系
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と

し
て
人
気
の
経
済
評
論
家
・
上

念
司
氏
の
講
演
会
が
、
9
月
５

日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
8
時

40
分
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

系
人
会
（
西
45
丁
目
49
番
地
５

階
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

YouTube

は
「
人
生
最
大

の
ア
ル
バ
イ
ト
」
と
い
う
上
念

氏
が
、
ポ
リ
コ
レ
（Political 

Correctness

）
を
排
し
て
主

催
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
「
八
重
洲
・
イ
ブ
ニ

ン
グ
・
ラ
ボ
」
は
10
年
以
上
も

続
い
て
い
る
。
毎
月
開
催
す
る

講
演
会
は
１
４
１
回
を
数
え
て

お
り
、
年
１
回
、
恒
例
行
事
と

し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
会
を

行
っ
て
い
る
。
前
回
は
「
米
国

経
済
は
底
堅
く
、
雇
用
も
株
価

も
維
持
さ
れ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
利
下

げ
よ
り
利
上
げ
維
持
の
方
向

性
。
そ
の
た
め
25
年
は
ド
ル

高
」
を
予
想
し
た
。
今
回
は
前

回
の
講
演
会
で
の
予
想
が
当
た

っ
た
こ
と
、
外
れ
た
こ
と
を
総

括
し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を

分
析
し
、
そ
の
先
１
年
の
経
済

予
想
を
す
る
。
参
加
費
無
料
。

質
問
は
メ
ー
ルinfo@yaesu-

evening-lab.com

ま
で
。

上
念
司
氏
が
講
演
会

9
月
５
日
Ｊ
Ａ
Ａ
で

　

エ
ア
タ
ク
シ
ー
（
電
動
垂
直

離
着
陸
機
）
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ョ

ビ
ー
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
４

日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
相
乗
り
会

社
ブ
レ
ー
ド
・
エ
ア
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
最
高
１
億
２
５
０
０
万

ド
ル
で
買
収
す
る
計
画
を
発
表

し
た
。
ジ
ョ
ビ
ー
社
の
エ
ア
タ

ク
シ
ー
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と

小
型
飛
行
機
を
掛
け
合
わ
せ
た

よ
う
な
外
見
で
、
６
枚
の
電
動

プ
ロ
ペ
ラ
を
利
用
し
て
垂
直

に
浮
上
し
前
方
飛
行
に
移
行

す
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
１
人
と

乗
客
４
人
を
乗
せ
１
回
で
最

高
１
０
０
マ
イ
ル
飛
行
で
き

る
。
ブ
レ
ー
ド
社
は
２
０
２
４

年
だ
け
で
も
首
都
圏
の
空
港
や

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
離
発
で
５
万
人

以
上
を
運
搬
し
て
い
る
。
ジ
ョ

ビ
ー
社
は
ブ
レ
ー
ド
社
を
買
収

す
る
こ
と
で
既
存
す
る
同
社
の

顧
客
、
航
空
路
を
獲
得
し
、
Ｊ

Ｆ
Ｋ
空
港
や
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空

港
の
ラ
ウ
ン
ジ
付
き
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ヘ
リ
ポ

ー
ト
を
利
用
で
き
る
。

　

ジ
ョ
ビ
ー
社
は
、
２
０
２
６

年
初
頭
に
米
連
邦
航
空
局
（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
の
形
式
検
査
の
た
め
に

試
験
飛
行
を
行
い
、
早
く
と
も

来
年
中
の
承
認
を
見
込
ん
で
い

る
。
同
社
創
業
者
の
ジ
ョ
ー
ベ

ン
・
ビ
バ
ー
ト
最
高
経
営
責
任

者
は
ブ
レ
ー
ド
社
の
基
盤
は
商

業
サ
ー
ビ
ス
拡
大
の
た
め
の

「
発
射
台
」
と
な
る
と
話
し
て

い
る
。
一
方
ブ
レ
ー
ド
社
の
ロ

バ
ー
ト
・
Ｓ
・
ウ
ィ
ー
ゼ
ン
タ

ー
ル
最
高
経
営
責
任
者
は
、
臓

器
移
植
の
た
め
の
輸
送
事
業
部

門
は
別
の
公
開
会
社
ス
ト
レ
イ

タ
・
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
メ
デ
ィ

カ
ル
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
再
生

し
、
買
収
交
渉
の
対
象
外
と
し

て
い
る
。
ブ
レ
ー
ド
社
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
は
当
面
運
行
を
続
け

る
が
、
徐
々
に
よ
り
清
潔
で
騒

音
の
少
な
い
電
動
垂
直
離
着
陸

機
に
交
換
し
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。

将
来
は
電
動
垂
直
離
着
陸

ヘ
リ
代
わ
り
来
年
に

空飛ぶタクシー離陸へ

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

８
月
の
週
末
、
路
線
沿
い
の
軌

道
交
換
工
事
の
た
め
地
下
鉄

４
、５
、６
番
線
（
グ
リ
ー
ン
カ

ラ
ー
ラ
イ
ン
）
の
一
部
区
間
で

列
車
の
運
行
を
休
止
す
る
。
期

間
は
15
日（
金
）か
ら
18
日（
月
）

ま
で
と
、
22
日
（
金
）
か
ら
25

日
（
月
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
金
曜

午
後
11
時
30
分
か
ら
月
曜
午
前

５
時
ま
で
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
14
丁

目
以
北
の
ス
イ
ッ
チ
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
交
換
し
、
将
来
の

漏
水
や
腐
食
か
ら
シ
ス
テ
ム
を

保
護
す
る
た
め
だ
と
説
明
し
て

い
る
。
利
用
す
る
場
合
は
次
の

サ
ー
ビ
ス
変
更
に
注
意
す
る
。

　

▽
４
番
線
＝
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
駅
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ク
ラ
ウ
ン
・
ハ
イ
ツ
＝
ユ
ー
テ

ィ
カ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、
ま
た
は

ニ
ュ
ー
・
ロ
ッ
ツ
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
の
間
を
運
休
。
ブ
ロ
ン
ク
ス

の
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ン
と
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の
間
が
ロ
ー
カ

ル
運
行
と
な
る
。

 　
▽
５
番
線
＝
ブ
ロ
ン
ク
ス

の
東
１
８
０
丁
目
と
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
グ
リ
ー
ン

間
で
運
行
し
な
い
。
東
１
８
０

丁
目
以
北
の
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
イ

ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ダ
イ
ア
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
間
を
往
復
す
る
。

 　
▽
６
番
線
＝
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
と
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
・
ブ
リ
ッ
ジ=

シ
テ
ィ
・
ホ

ー
ル
間
は
運
行
し
な
い
。
ブ
ロ

ン
ク
ス
の
ペ
ラ
ム
・
ベ
イ
・
パ

ー
ク
と
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
間
は
各
駅
運
行
と
な
る
。

緑
の
地
下
鉄
4
、
5
、
6
番
線

８
月
の
週
末
運
行
を
一
部
停
止

ス
イ
ッ
チ
の
土
台

腐
食
防
止
工
事
で

地
下
鉄
４
、５
、６
番
線
の
運
行
ル
ー
ト

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@yaesu-evening-lab.com
mailto:info@yaesu-evening-lab.com
mailto:info@yaesu-evening-lab.com
mailto:info@yaesu-evening-lab.com
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６
月
１
日
付
け
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
マ
ガ
ジ
ン
は
同
郡
内

で
の
ベ
ス
ト
店
を
カ
テ
ゴ
リ
ー

別
に
選
定
し
、
２
０
２
５
年
の

ベ
ス
ト
ア
ジ
ア
ン
グ
ロ
ー
サ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ホ
ワ
イ
ト
プ

レ
ー
ン
ズ
の
大
道
を
選
ん
だ
。

ま
た
日
本
食
料
品
店
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
は
ハ
リ
ソ
ン
の
お
い
し
ん

ぼ
が
選
ば
れ
た
。
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
プ
レ
ザ
ン
ト
ビ
ル

の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
が
選
ば

れ
た
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
マ
ガ
ジ
ン
で
日
系
店
が
受
賞

大
道
、
お
い
し
ん
ぼ
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

　

総
合
食
品
商
社
ト
ゥ
ル
ー
・

ワ
ー
ル
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
：

東
京
都
中
央
区
）
と
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ

Ｊ
州
で
食
品
配
送
を
行
う
ノ
ー

ブ
ル
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
カ
ー
ト

は
今
秋
も
、
世
界
中
の
食
品
企

業
が
展
示
ブ
ー
ス
を
構
え
、
寿

司
食
べ
放
題
も
堪
能
で
き
る
恒

例
イ
ベ
ン
ト
「
ス
シ
・
コ
ン
」

を
９
月
６
日（
土
）と
７
日（
日
）

の
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
パ
ビ
リ
オ

ン
（
西
18
丁
目
１
２
５
番
地
）

で
開
催
す
る
。

　

今
年
は
40
社
以
上
の
企
業
や

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
が
参
加
し
、

著
名
シ
ェ
フ
た
ち
が
寿
司
や
生

魚
を
使
っ
た
料
理
を
振
舞
う
。

会
場
で
は
寿
司
の
ほ
か
和
牛
や

抹
茶
、
柚
子
や
メ
ロ
ン
な
ど
の

日
本
の
果
物
も
提
供
す
る
。
各

日
午
後
１
時
か
ら
は
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
有
名
寿
司
店
の
職
人
に
よ

る
重
量
４
０
０
ポ
ン
ド
以
上

（
約
１
８
２
キ
ロ
）
の
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

赤
身
、
中
ト
ロ
、
大
ト
ロ
の
寿

司
を
堪
能
で
き
る
。

　

入
場
料
は
１
５
０
ド
ル
（
Ｖ

Ｉ
Ｐ
チ
ケ
ッ
ト
は
２
０
０
ド

ル
）。
無
制
限
の
試
食
、
無
料

の
特
製
バ
ッ
グ
、
展
示
食
品
の

特
別
割
引
が
含
ま
れ
る
。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
や
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://sushicon.

com/

を
参
照
す
る
。

解
体
し
た
マ
グ
ロ
食
べ
放
題

ト
ゥ
ル
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

9月6日と7日
メトロポリタンパビリオンで

　

今
夏
も
ク
イ
ー
ン
ズ
に
あ
る

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
・
ビ
リ
ー
ジ
ー
ン
・

キ
ン
グ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ニ

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
世
界

４
大
テ
ニ
ス
大
会
の
ひ
と
つ

「
Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
」
が
8
月
24

日
か
ら
9
月
７
日
ま
で
、
15
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

　

大
会
で
は
、
男
女
の
シ
ン
グ

ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
、
混
合
ダ
ブ

ル
ス
、
車
い
す
テ
ニ
ス
や
ジ
ュ

ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
シ
ン
グ
ル

ス
な
ど
が
予
定
さ
れ
、
今
季
最

後
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
の
タ
イ

ト
ル
を
か
け
て
争
わ
れ
る
。
今

年
は
過
去
最
大
と
な
る
賞
金
総

額
７
５
０
０
万
ド
ル
が
用
意
さ

れ
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
の
優
勝

者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
３
６
０
万
ド

ル
が
配
分
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
毎
年
大
会
の
前
に

行
わ
れ
る
人
気
の
無
料
イ
ベ
ン

ト
「
Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
・
フ
ァ
ン

ウ
ィ
ー
ク
」
が
18
日
（
月
）
か

ら
23
日
（
土
）
ま
で
開
催
。
事

前
に
登
録
す
る
だ
け
で
、
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
コ
ン
サ

ー
ト
の
ほ
か
、
決
勝
の
舞
台
と

な
る
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
っ
て
練

習
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
ス
ポ
ン

サ
ー
か
ら
の
無
料
配
布
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

夏
休
の
最
後
に
家
族
で
出
か

け
よ
う
。
フ
ァ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

登
録
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.usopen.org

を

参
照
。

Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ン
週
間
18日から23日

後
現
存
す
る
日
系
美
術
家
団
体

と
し
て
は
最
古
の
歴
史
を
持

ち
、画
家
の
飯
塚
国
雄
（
個
人
）

が
設
立
し
た
。

　

今
展
示
の
出
品
者
は
、
青
柳

愛
子
、
藤
原
未
佳
子
、
深
谷
成

子
、
ヘ
ン
デ
ル
佳
奈
、
林
幸
江
、

平
之
内
美
穂
、
石
田
純
一
郎
、

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術

家
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、
松
田

常
葉
会
長
）
の
第
53
回
年
次
展

覧
会
が
９
月
２
日
（
火
）
か
ら

13
日
（
土
）
ま
で
天
理
文
化
協

会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
13
丁
目
43

Ａ
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
同

団
体
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立

飯
塚
国
雄
、
柏
木
文
子
、
金
美

貞
、
キ
ノ
マ
ホ
、
越
光
桂
子
、

鞍
井
綾
音
、
松
田
常
葉
、
松
村

ナ
ツ
コ
、
三
浦
良
一
、
小
野
田

昌
子
、
大
槻
素
子
、
チ
エ
シ
マ

ム
ラ
、
竹
下
宏
、
山
本
章
子
、

山
本
か
り
ん
、
由
賀
子
、
遊
真

あ
つ
こ
の
24
人
。
展
示
作
品
は

購
入
で
き
る
。
ま
た
開
催
期
間

中
１
点 

２
０
０
ド
ル
以
下
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
用
小
作
品
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
。
収
益
金

（
作
品
価
格
の
50
％
）
は
、
昨

年
１
月
に
起
き
た
能
登
半
島
地

震
被
災
者
支
援
の
基
金
に
寄
付

さ
れ
る
。優
秀
作
品
２
点
に
は
、

「
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ
チ
ャ
ー

Ｊ
Ｒ
賞
」「
末
村
敬
三
賞
」
が

贈
ら
れ
る
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
５
日

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
月
５

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
。
開
催
期
間
中
の
金
曜
と

日
曜
休
館
。
平
日
は
正
午
か
ら

午
後
６
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午

後
３
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は JAANYoffi  ce@gmail.com

武
蔵
美
米
国
支
部
が
復
活

新
会
長
に
平
之
内
美
穂
氏

　

武
蔵
野
美
術
大
学
校
友
会
ア

メ
リ
カ
支
部
が
こ
の
ほ
ど
復
活

し
た
。
２
０
０
９
年
に
発
足
し

た
武
蔵
美
校
友
会
ア
メ
リ
カ
支

部
は
、
２
０
１
６
年
、
ソ
ー
ホ

ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
で

の
校
友
会
展
以
降
、
活
動
が
停

止
し
て
い
た
が
、
新
会
長
に
平

之
内
美
穂
氏
が
就
任
し
、
会

を
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
校
友
会
の
主
要
活
動
で
あ

る
展
覧
会
、「
ア
メ
リ
カ
支
部

展
」
を
今
秋
、
２
０
２
５
年
12

月
初
旬
に
開
催
す
る
。
Ｎ
Ｙ
在

住
、
他
州
在
住
の
卒
業
生
に
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
展

覧
会
場
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

に
あ
る
老
舗
画
廊
、Gallery 

Onetwentyeight
。
詳
細
は
、

usamusabi@gmail.com 

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

第
53
回
年
次
展
覧
会
を
開
催

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

昨
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

受
賞
を
喜
ぶ
お
い
し
ん
ぼ
の
高
田
社
長

https://qbhouseusa.com/
http://www.easeny.com/
https://e-kaigo.net/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://www.samuraipapabk.com/
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
https://sushicon.com/
https://www.usopen.org
https://www.usopen.org
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https://www.usopen.org
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はるか遠い砂浜の街は
再開発で再び変貌へ

ファー・ロッカウェイ
　

フ
ァ
ー
・
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
は
、

Ｎ
Ｙ
市
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
最
南

東
、
東
西
に
長
細
い
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
イ
半
島
の
東
部
に
あ
り
、
歴

史
的
建
造
物
が
あ
り
、
ビ
ー
チ

に
も
近
い
住
宅
地
で
す
。

　

19
世
紀
に
は
富
裕
層
の
避
暑

地
「
ク
イ
ー
ン
ズ
の
リ
ヴ
ィ
エ

ラ
」
と
し
て
人
気
を
博
し
た
そ

う
で
す
。
20
世
紀
半
ば
以
降
は

Ｎ
Ｙ
市
で
最
も
貧
し
く
孤
立
し

No.7

た
地
区
の
一
つ
と
な
り
ま
す

が
、
近
年
の
再
開
発
で
再
び
変

わ
り
つ
つ
あ
る
と
の
事
。

　

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
人
口
約
5
万
人
の
内

訳
は
、
ア
フ
リ
カ
系
44
・
7
％
、

白
人
25
・
5
％
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
24
・
7
％
、
ア
ジ
ア
系

1
・
9
％
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ガ

イ
ア
ナ
、
ガ
テ
マ
ラ
、
そ
し
て

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
加
え

て
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
ら
の

移
民
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ビ
ー
チ
近
く
に
１
９
２
０
年

代
頃
か
ら
主
に
労
働
者
階
級
向

け
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
建
設
さ

れ
、
最
盛
期
に
は
７
０
０
０
棟

以
上
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在

は
ビ
ー
チ
24
〜
26
丁
目
辺
り
に

残
る
程
度
で
す
が
、
ビ
ー
チ
・

バ
ン
ガ
ロ
ー
歴
史
地
区
で
あ
り

米
国
国
家
歴
史
登
録
財
と
し
て

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ

ペ
ル
、
ラ
ッ
セ
ル
・
セ
ー
ジ
記

念
教
会
や
フ
ァ
ー
・
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
イ
郵
便
局
な
ど
の
米
国
国
家

歴
史
登
録
財
も
あ
り
ま
す
。
特

に
、
郵
便
局
の
正
面
入
口
す
ぐ

は
、
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
の
邸
宅
モ
ン
テ
ィ
チ
ェ
ロ

の
影
響
を
受
け
た
美
し
い
ド
ー

ム
が
印
象
的
で
す
。

　

ビ
ー
チ
は
、
半
島
西
側
の
ロ

ッ
カ
ウ
ェ
イ
は
混
み
合
う
よ
う

で
す
が
、
フ
ァ
ー
・
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
イ
や
ビ
ー
チ
67
丁
目
辺
り
の

ア
ー
バ
ー
ン
は
比
較
的
静
か
だ

そ
う
。
ア
ー
バ
ー
ン
は
近
年
サ

ー
フ
ァ
ー
ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
人
気
が
出
て
き
て
お
り
、
サ

ー
フ
ィ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
も
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

半
島
の
南
北
に
走
る
通
り
の

名
は
、
頭
に
ビ
ー
チ
が
付
い
た

番
号
順
で
、
東
か
ら
ビ
ー
チ
3

丁
目
か
ら
西
は
ビ
ー
チ
１
６
９

丁
目
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ー
チ
に
沿
っ
て
遊
歩
道
が

果
て
し
な
く
続
き
ま
す
の
で
、

泳
が
な
く
て
も
の
ん
び
り
散
歩

も
楽
し
め
ま
す
。
た
だ
、
日
影

が
な
い
の
で
ご
注
意
を
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵
庫
県
明
石
市
出
身
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
。
週
末
の

街
歩
き
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
未

知
な
る
Ｎ
Ｙ
市
内
を
元
気
に
探

索
中
。

　
「
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
を
探
ろ

う
！
」
発
起
人
会
は
日
本
ク
ラ

ブ
と
共
催
で
９
月
４
日
（
木
）

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
日

本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１
４
５

番
地
２
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
）
に

て
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ

ラ
今
シ
ー
ズ
ン
（
２
０
２
５
〜

26
）
全
演
目
解
説
」
と
題
し
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。

　

同
シ
ー
ズ
ン
は
９
月
21
日

（
日
）
に
現
代
オ
ペ
ラ
『The 

Am
azing Adventures of 

Kavalier & Clay

（
カ
ヴ
ァ
リ

エ
＆
ク
レ
イ
の
驚
く
べ
き
冒

険
）』
で
幕
を
開
け
る
。
同
作

は
ア
メ
リ
カ
人
作
家
の
マ
イ
ケ

ル
・
シ
ェ
イ
ボ
ン
が
２
０
０
０

年
に
発
表
し
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

小
説
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
こ
の
オ

ペ
ラ
を
含
め
て
新
演
出
の
オ
ペ

ラ
が
６
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
３

つ
が
メ
ッ
ト
初
演
と
な
る
。
来

年
６
月
６
日
ま
で
の
間
に
12
の

オ
ペ
ラ
が
、
２
月
を
除
き
ほ
と

ん
ど
毎
晩
上
演
さ
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
、
観

ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ
、
注
目

の
歌
手
、
指
揮
者
、
演
出
家
な

ど
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と

で
オ
ペ
ラ
が
ま
す
ま
す
楽
し
く

な
る
。ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

オ
ペ
ラ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
、

自
称
「
オ
ペ
ラ
探
検
家
」
の
フ

レ
ッ
ド
・
プ
ロ
ト
キ
ン
氏
が
解

説
。「
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
を
探

ろ
う
！
」
発
起
人
会
代
表
で
あ

る
伊
藤
澄
子
氏
と
の
対
談
形
式

で
、
英
語
で
行
わ
れ
る
。
２
人

の
ト
ー
ク
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
に

上
演
さ
れ
る
す
べ
て
の
オ
ペ
ラ

を
網
羅
す
る
。
第
２
部
で
は
同

発
起
人
会
メ
ン
バ
ー
が
「
絶
対

見
逃
せ
な
い
『
私
の
一
押
し
オ

ペ
ラ
』」
を
紹
介
す
る
。

　

参
加
費
は
一
般
25
ド
ル
、
日

本
ク
ラ
ブ
会
員
15
ド
ル
、
学
生

10
ド
ル
（
要
学
生
証
提
示
）。

軽
食
と
ド
リ
ン
ク
付
き
。

   

希
望
者
は
申
し
込
み
フ

ォ

ー

ム
（https://form.

jotform
.com

/Nippon_
Club/vol11-M

ET-Opera-
Talk-Event-2025

）か
ら
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

nipponclub.org

ま
で
。

フレッド・プロトキン氏伊藤 澄子氏

オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
を
探
ろ
う
！

日
本
ク
ラ
ブ
で
今
シ
ー
ズ
ン
全
演
目
を
解
説

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.takesushi.us/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://form.jotform.com/Nippon_Club/vol11-MET-Opera-Talk-Event-2025
mailto:info@nipponclub.org
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日本食ブームの原点
馬越 恭弘・著
本の研究社 ・刊

■遠い山なみの光（カズオ・イシグロ、ハヤカワ epi 文庫）
ノーベル賞文学賞受賞作家カズオ・イシグロのデビュー作。
戦後の長崎、悦子は日本人の夫・二郎と別れ、イギリス人
の夫と再婚し、前夫との娘・景子とともにイギリスに渡り、
ニキという娘が生まれる。景子が自らの命を絶ち、悦子は
過去を回想する。『女たちの遠い夏』を改題。■天才を殺
す凡人（北野唯我、日経ビジネス人文庫）創業10年の会
社の創業者である天才的な女性社長。しかし新事業が振る
わない。彼女の才能を信じて起業に携わった広報担当の青
野トオルが悩んでいる所に、謎の犬ケンと出会う。13万
部のベストセラーが文庫本化。■今日は昨日のつづき（谷
川俊太郎、朝日新聞出版）2024年 11月 13日に 92歳で
亡くなった詩人・谷川俊太郎。16年 9月から朝日新聞の
夕刊で連載が始まった「どこからか言葉が」。21年 6月に
連載開始時からの50篇の詩が一冊になり同名で出版され
ているが、本詩集は後半の47篇の詩がまとめられた。■
フジコの十ヶ条（真梨幸子、徳間書店）処刑されたはずの
殺人鬼が再び日本を震撼させるシリーズ3作目。少なくと
も15人を惨殺した伝説の殺人鬼フジコ。令和の今、フジ
コは都市伝説となり、一部の女性たちの間で崇拝され、彼
女の「十ヶ条」通りにすれば誰でも成功して幸せになれる
という。その教えに従ったような連続殺人が発生する。■
読めない人のための村上春樹入門（仁平千香子、NHK出版新書）世界的作
家の村上春樹だが、国内では苦手とする人も多い。本書は村上研究で博士号
を取得した著者が、村上作品へのよくある誤解を解きつつ、どう読めば現代
人にとって得るものがあるのかを示す。『ノルウェイの森』『1Q84』のベス
トセラーから『ドライブ・マイ・カー』等の短編、エッセイやインタビュー
に至るまで幅広く紹介する。■夏日狂想（窪美澄、新潮文庫）明治末の広島
に生まれた礼子は、自由のない故郷を出奔。女優を目指しながら年下の詩人、
水本と京都で同棲する。後に礼子は文壇の寵児、片岡と出会う。礼子は才能
ある２人の男を愛し、求められ、引き裂かれていく。モデルは松竹の大部屋
女優・長谷川泰子と詩人の中原中也、文芸評論家の小林秀雄。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
仕
事
で
悩
ん
だ
場
合
の
必
読
書
。
谷
川
俊
太
郎

の
最
後
の
詩
。
殺
人
鬼
フ
ジ
コ
の
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
村
上
春
樹
を
理
解
す
る
入
門
書
。

中
原
中
也
と
小
林
秀
雄
に
愛
さ
れ
た
女
性
が
モ
デ
ル
の
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

姉
の
ア
シ
ヤ
が
、
海
の
よ
う

に
美
し
い
青
い
ヒ
ジ
ャ
ブ
を
ま

と
っ
て
初
め
て
登
校
す
る
日
。

妹
は
、
ま
る
で
プ
リ
ン
セ
ス
の

よ
う
な
姉
の
姿
に
憧
れ
を
抱
き

ま
す
。
し
か
し
学
校
で
は
ヒ
ジ

ャ
ブ
を
美
し
い
と
思
わ
な
い
子

も
い
て
、
そ
の
姿
を
傷
つ
け
る

よ
う
な
言
葉
や
周
囲
か
ら
の
嘲

笑
に
直
面
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

偏
見
や
差
別
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
ア
シ
ヤ

の
優
し
さ
と
強
さ
を
感
じ
ら
れ

る
内
容
。
作
者
の
イ
ブ
テ
ィ
ハ

ー
ジ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
、
ア
メ
リ
カ
の

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
と
し
て

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
米
国
女

性
と
し
て
初
め
て
ヒ
ジ
ャ
ブ
を

つ
け
て
出
場
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
こ
の
絵
本
は
、
彼
女

の
幼
少
期
の
体
験
を
元
に
制
作

さ
れ
た
。
彼
女
を
モ
デ
ル
に
、

ヒ
ジ
ャ
ブ
を
つ
け
た
初
め
て
の

バ
ー
ビ
ー
人
形
も
発
売
さ
れ
て

い
る
。日
本
語
で
読
む
な
ら『
ね

え
さ
ん
の
青
い
ヒ
ジ
ャ
ブ
』。

ほ
か
に
『The Kindest Red

』

『The Boldest W
hite

』
も
あ

り
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
書

か
れ
た
３
部
作
。　
　
（
高
田
）

異
文
化
を
認
め
る
大
切
さ
を
伝
え
る
本

 『The Proudest Blue』
Written by Ibtihaj Muhammad
Published by Little, Brown Books

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
東
52
丁
目

の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
と
３
番
街

の
間
に
あ
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
日

本
」
は
、
１
９
６
３
年
、
今
か

ら
62
年
前
に
当
地
で
初
め
て
本

格
的
総
檜
造
り
の
寿
司
バ
ー
を

開
設
し
た
店
だ
。
慶
應
義
塾
大

学
剣
道
部
主
将
だ
っ
た
同
店
創

業
者
の
倉
岡
伸
欣
氏
が
卒
業

後
、
米
国
留
学
を
経
て
Ｎ
Ｙ
で

２
０
１
８
年
に
86
歳
の
生
涯
を

閉
じ
る
ま
で
創
業
社
長
と
し
て

活
躍
し
た
。
単
に
日
本
食
店
の

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
で
な
く
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
に
お
け
る
日

本
食
の
普
及
と
地
位
向
上
に
骨

身
を
削
り
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ

カ
の
今
の
寿
司
ブ
ー
ム
の
土
台

を
築
い
た
半
世
紀
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　

プ
ラ
ザ
、
ウ
ォ
ル
ド
ル
フ

ア
ス
ト
リ
ア
、
ピ
エ
ー
ル
と

い
っ
た
名
だ
た
る
ホ
テ
ル
で

１
９
６
０
年
代
、
パ
ー
テ
ィ
ー

会
場
に
初
め
て
日
本
食
を
出

し
、
66
年
に
は
日
航
の
東
京
〜

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
路
線
就
航
で
機

内
食
に
初
め
て
和
食
を
搭
載
、

75
年
に
は
昭
和
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ご
訪
問
に

際
し
て
公
邸
で
の
公
式
晩
餐
会

の
料
理
を
受
け
持
ち
、
岸
首
相

の
時
代
か
ら
Ｎ
Ｙ
で
の
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
の
日
本
食
番
を
担
当
、

中
曽
根
首
相
以
後
、
竹
下
、
海

部
、
橋
本
、
小
泉
、
麻
生
、
安

倍
、
岸
田
と
歴
代
の
現
職
首
相

が
来
店
し
続
け
る
な
ど
、
時
代

の
要
に
Ｎ
Ｙ
で
必
ず
日
本
食
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
日

米
関
係
を
つ
な
い
で
き
た
。

　

故
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

は
座
敷
で
鉄
火
巻
を
食
べ
て
サ

ク
ラ
サ
ク
ラ
を
歌
っ
た
。
元
ヤ

ン
キ
ー
ス
の
松
井
秀
喜
さ
ん
も

引
退
の
夜
に
訪
れ
た
。「
王
様

と
私
」
の
ユ
ル
・
ブ
リ
ン
ナ
ー
、

ア
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が

常
連
だ
っ
た
。
１
９
８
９
年
に

は
ア
メ
リ
カ
に
下
関
の
ト
ラ
フ

グ
を
輸
入
す
る
許
可
を
5
年
か

け
て
取
得
、
同
年
カ
ナ
ダ
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
自
家
農
場
で

そ
ば
栽
培
を
開
始
す
る
な
ど
挑

戦
の
連
続
だ
っ
た
。

　

本
書
は
、
そ
ん
な
倉
岡
さ
ん

に
45
年
間
に
わ
た
っ
て
仕
え
た

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
の
元
総
支
配

人
、
馬
越
恭
弘
さ
ん
が
書
い
た

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
と
マ
ラ
ソ
ン

を
通
し
て
倉
岡
さ
ん
と
の
苦
楽

を
共
に
し
た
ド
ラ
マ
「
虎
フ
グ

と
マ
ラ
ソ
ン
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

『
喰
い
』
物
語
」
だ
。

　

３
年
前
に
帰
国
す
る
ま
で
35

回
も
Ｎ
Ｙ
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
た

と
い
う
馬
越
さ
ん
は
、
日
本
の

ビ
ー
ル
王
と
言
わ
れ
た
大
日
本

ビ
ー
ル
の
創
業
者
、
馬
越
恭

平
（
１
８
４
４
年
〜
１
９
３
３

年
）
を
曽
祖
父
に
東
京
で
生
ま

れ
、
学
習
院
大
学
経
済
学
部
卒

業
後
、
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
に

就
職
し
た
。
入
社
ま
も
な
い
研

修
生
と
し
て
ホ
テ
ル
内
の
カ
フ

ェ
で
働
い
て
い
た
時
、
コ
ー
ヒ

ー
の
注
文
を
取
り
に
行
っ
た
相

手
が
倉
岡
氏
だ
っ
た
。
倉
岡
氏

は
、
そ
の
青
年
の
胸
の
名
札
に

目
を
止
め
た
。「
私
ね
、
君
の

お
母
さ
ん
に
13
年
前
に
会
っ
て

る
か
も
し
れ
な
い
よ
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
戻
る
飛
行
機
の
中
で
」

そ
れ
が
Ｎ
Ｙ
と
の
縁
が
生
ま
れ

た
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

青
年
馬
越
さ
ん
は
当
時
仕
事

に
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
思
い

を
母
親
に
相
談
す
る
と
、
Ｎ
Ｙ

の
倉
岡
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
い

い
と
言
う
。
手
紙
を
書
い
た
。

１
９
７
７
年
６
月
18
日
。
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港

に
降
り
立
っ
た
。
一
流
ホ
テ
ル

に
就
職
し
た
と
は
い
え
「
ご
先

祖
様
の
大
ゴ
ネ
で
入
っ
た
会

社
。
そ
こ
で
男
子
一
生
を
過
ご

し
て
い
い
の
か
い
」
と
倉
岡
さ

ん
に
言
わ
れ
て
人
生
が
決
ま
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
寿
司
ブ

ー
ム
、
日
本
食
ブ
ー
ム
の
最
先

端
で
伝
統
的
な
江
戸
前
料
理
を

出
し
続
け
る
倉
岡
氏
に
仕
え

た
。
誰
か
が
書
い
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
歴
史
。
今
の
全

米
の
日
本
食
ブ
ー
ム
の
陰
に
あ

る
数
々
の
ド
ラ
マ
を
一
番
近
い

と
こ
ろ
で
見
て
い
た
男
が
書
い

た
一
冊
だ
。　
　
　
　
（
三
浦
）

https://usa.kinokuniya.com/
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
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リ
モ
ー
ジ
ョ
・
ボ
ッ
ク
ス
と

呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
た

ち
が
昔
愛
用
し
た
陶
磁
器
製
の

小
物
入
れ
ボ
ッ
ク
ス
を
手
に
し

た
の
は
学
生
時
代
だ
っ
た
。
金

具
が
つ
い
て
い
て
き
っ
ち
り
と

閉
ま
る
。
薬
の
錠
剤
や
つ
け
ぼ

く
ろ
な
ど
、
元
々
は
細
か
な
も

の
を
入
れ
て
い
た
小
箱
だ
と
い

う
。
そ
れ
を
使
っ
て
自
分
が
何

か
を
作
り
出
し
、
世
に
送
り
出

し
て
人
に
喜
び
を
与
え
る
と
は

そ
の
時
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

東
京
都
出
身
で
、
慶
應
義
塾

大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
ド
イ

ツ
に
本
社
が
あ
る
世
界
規
模
の

大
手
企
業
に
就
職
。
職
場
で
貴

重
な
経
験
を
積
む
一
方
、「
自

分
自
身
が
創
造
し
、
人
生
の
事

業
と
し
て
捧
げ
ら
れ
る
も
の
を

探
し
、
他
者
に
喜
び
を
も
た
ら

す
こ
と
」
を
目
指
し
始
め
た
自

分
が
い
た
。
幼
少
期
の
記
憶
を

た
ど
り
、
自
分
は
小
さ
い
時
か

ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
繊

細
で
感
性
豊
か
な
手
芸
や
、
装

飾
、
芸
術
に
深
い
興
味
を
抱
い

て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。  

　

２
０
０
８
年
に
陶
磁
器
絵
付

け
の
芸
術
と
出
会
っ
た
。
こ
れ

が
画
家
と
し
て
の
活
動
の
始
ま

り
と
な
っ
た
。
絵
付
け
の
本
の

翻
訳
者
が
教
室
を
自
宅
近
く
で

開
催
し
て
い
る
こ
と
も
幸
運
だ

っ
た
。
磁
器
絵
付
け
を
学
び
始

め
た
瞬
間
か
ら
、
美
し
い
手
芸

を
専
門
的
に
学
ぶ
こ
と
に
熱
中

し
「
プ
ロ
に
な
り
た
い
」
と
い

う
思
い
は
募
っ
た
。
そ
の
情
熱

は
、
か
つ
て
マ
イ
セ
ン
の
画
家

だ
っ
た
著
名
な
磁
器
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
兼
教
師
で
あ
る
故
ウ
ヴ

ェ
・
ガ
イ
ス
ラ
ー
氏
が
提
供
す

る
最
も
厳
し
い
専
門
コ
ー
ス
に

挑
戦
す
る
ま
で
に
菊
池
さ
ん
を

駆
り
立
て
た
。
Ｅ
メ
ー
ル
を
送

っ
た
。
１
年
先
ま
で
講
義
の
予

定
が
詰
ま
っ
て
い
る
が
、
た
ま

た
ま
１
週
間
後
に
東
京
で
セ
ミ

ナ
ー
が
あ
る
と
知
っ
た
。
ホ
テ

ル
の
ロ
ビ
ー
で
絵
付
け
の
技
術

を
教
え
て
欲
し
い
と
懇
願
す
る

と
、
夏
休
み
中
の
８
月
に
ド
イ

ツ
ま
で
来
れ
る
な
ら
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
教
え
よ
う
と
言
わ
れ
、

会
社
に
１
か
月
の
休
暇
届
を
出

し
て
ド
イ
ツ
に
飛
ん
だ
。
初
歩

的
技
術
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や
詳
細

な
表
現
方
法
ま
で
集
中
的
に
習

得
で
き
た
が
、
帰
国
３
か
月
後

に
ガ
イ
ス
ラ
ー
氏
が
急
逝
、
菊

池
さ
ん
は
、
特
別
な
個
人
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
最
初

で
最
後
の
修
了
生
と
な
っ
た
。　

　

現
在
ド
イ
ツ
に
住
む
菊
池
さ

ん
は
、
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の

工
房
で
絵
付
け
に
励
む
。「
女

性
に
と
っ
て
指
輪
は
大
切
な
思

い
出
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
。
同
じ
思

い
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え

た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と

話
す
。（
三
浦
良
一
記
者
、
写

真
も
、
１
面
に
関
連
記
事
）

菊池 優子さん

マ
イ
セ
ン
流
の
技
術
を
習
得
し
て
陶
磁
器
に
絵
付
け

　

伝
承
さ
れ
た
日
本
最
古
の
仏

教
説
話
集
と
い
わ
れ
る
『
日
本

霊
異
記
』
は
、
平
安
時
代
初
期

に
書
か
れ
た
『
日
本
国
現
報
善

悪
霊
異
記
』
の
略
さ
れ
た
呼
び

方
で
、
作
者
は
私
度
僧
と
な
っ

て
か
ら
妻
子
と
と
も
に
俗
世
で

暮
ら
し
、
後
に
薬
師
寺
の
官
僧

と
な
っ
た
景
戒(

け
い
か
い
）

で
あ
る
。
そ
の
私
度
僧
は
、
貴

族
を
相
手
に
袈
裟
を
つ
け
念
仏

を
唱
え
て
さ
え
い
れ
ば
食
べ
て

い
か
れ
る
僧
と
は
違
い
、
善
男

善
女
の
さ
さ
や
か
な
お
布
施
だ

け
が
頼
り
だ
っ
た
。
景
戒
は
中

年
以
降
、
各
地
を
遍
歴
す
る
う

ち
に
自
然
と
伝
承
や
世
間
話
が

耳
に
入
っ
て
き
た
こ
と
を
ネ
タ

に
し
た
話
を
説
教
の
折
に
入
れ

て
聞
き
手
を
感
心
さ
せ
、
そ
の

話
題
の
広
さ
と
語
り
口
の
う
ま

さ
で
人
気
タ
レ
ン
ト
だ
っ
た
と

い
わ
れ
、
奈
良
〜
平
安
時
代
初

期
の
人
生
と
実
生
活
の
苦
し
み

が
滲
み
で
た
悪
報
説
話
を
入

れ
、
当
時
の
人
々
の
様
子
が
伝

わ
る
と
こ
ろ
が
『
霊
異
記
』
の

魅
力
だ
。
一
方
で
、
説
話
集(

１
１
６
話)

の
う
ち
「
夢
」
を

題
材
（
10
話
）
と
す
る
な
か
で
、

最
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
中

巻
第
13
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
話

は
、
和
泉
の
国
の
山
寺
に
吉
祥

天
を
祀
っ
て
あ
っ
た
が
、
聖
武

天
皇
の
御
代
に
一
人
の
優
婆
塞

(

う
ば
そ
く
＝
半
僧
半
俗
の
行

者
の
在
家
僧)

が
や
っ
て
き
て

こ
の
寺
に
住
み
、
天
女
の
像
を

一
目
見
て
恋
に
陥
り
、朝
晩「
天

女
の
如
き
容
好
き
女
を
我
に
賜

へ
」
と
祈
っ
た
。
す
る
と
あ
る

夜
、
天
女
の
像
と
婚(

く
な
か

)

う
夢
を
見
た
の
で
翌
朝
に
な

っ
て
像
を
よ
く
見
る
と
、
そ
の

腰
衣
に
不
浄
の
も
の
が
染
み
つ

い
て
汚
れ
て
い
た
。
行
者
が
つ

く
づ
く
恥
じ
て
「
天
女
さ
ま
と

似
た
人
を
願
っ
て
い
た
の
に
、

天
女
さ
ま
ご
自
身
と
交
わ
る
の

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
」
と
声
に
出
し
て
話
し
て
い

た
と
こ
ろ
を
聞
い
て
い
た
弟
子

は
非
難
さ
れ
追
い
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
逆
切
れ
し
た
弟
子
は
里

に
下
り
る
と
、
村
人
に
こ
の
こ

と
を
吹
聴

し
て
回
っ

た
。
そ
れ

に
も
応
じ

る
こ
と
な

く
作
者(

景
戒)

は

「
信
じ
る
こ
と
を
心
深
く
も
て

ば
神
仏
に
も
通
じ
る
」
と
い
っ

た
楽
観
的
な
感
想
ま
で
加
え
て

い
る
吉
祥
天
女
を
題
材
に
し
た

内
容
と
な
る
。

　

そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
吉
祥

天
女
は
、
中
国
唐
時
代
の
豪
奢

な
貴
婦
人
の
姿
が
特
徴
で
、
左

手
に
は
意
の
ま
ま
に
願
い
を
叶

え
る
と
さ
れ
る
「
如
意
宝
珠
」

を
持
ち
、
右
手
は
そ
の
宝
珠
を

差
し
出
す
よ
う
な
仕
ぐ
さ
を
し

て
い
る
。
こ
れ
は
信
濃
国
（
現

在
の
長
野
県
）
に
伝
わ
る
優
婆

塞
吉
祥
天
画
像
と
い
わ
れ
る

が
、
一
般
的
に
は
奈
良
時
代
、

麻
布
に
描
か
れ
た
「
薬
師
寺
吉

祥
天
画
像
」(

国
宝)

の
こ
と

で
奈
良
県
の
薬
師
寺
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本

の
仏
像
の
中
で
最
も
美
し
い
と

称
賛
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉
時

代
初
期
に
造
ら
れ
た(

作
者
不

明
）
と
さ
れ
る
京
都
の
浄
瑠
璃

寺
に
鎮
座
す
る
宝
飾
品
を
身
に

付
け
た
絢
爛
豪
華
な
「
吉
祥
天

(
女)
立
像
」（
重
要
文
化
財
）

だ
。

　

津
延
美
衣(

つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会(
Ｇ

Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資
格
者
。
運
命
学
・
自

然
医
学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
・
食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時

間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/ 

91

縁
起
物
と
宝
石
「
吉
祥
天
女
と
如
意
宝
珠
」
11

如意宝珠（タイガーズアイ）

デザイナー、アーティスト

www.yukokikuchi.com
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子
供
服
の
ミ
キ
ハ
ウ
ス
Ｕ
Ｓ

Ａ
は
９
日
、
２
０
２
０
年
東
京

五
輪
女
子
空
手
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
清
水
希
容
選
手
を
招

き
、
8
月
9
日
、
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
タ
ン
グ
ラ
ム
モ
ー
ル
で
空

手
の
演
武
と
子
ど
も
向
け
体
験

会
を
行
っ
た
。

　

清
水
選
手
は
世
界
大
会
2
連

覇
、
ア
ジ
ア
大
会
３
連
覇
な
ど

輝
か
し
い
戦
績
を
誇
り
、
現
在

は
株
式
会
社
ミ
キ
ハ
ウ
ス
の
営

業
総
務
部
に
勤
務
。
指
導
者
と

し
て
、
ま
た
一
空
手
家
と
し
て

世
界
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い

る
。

　

当
日
は
、
Ｎ
Ｙ
日
米
武
道
館

館
長
の
五
嶋
龍
氏
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、
清
水
選
手
が
空

手
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
ミ

キ
ハ
ウ
ス
で
の
仕
事
と
並
行
し

な
が
ら
空
手
文
化
を
発
信
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
語
っ
た
。

会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
集

ま
り
、
迫
力
あ
る
演
武
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
空

手
を
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

空
手
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

清
水
希
容
選
手
ミキハウス

Ｎ
Ｙ
で
演
武
と
体
験
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
Ｎ
Ｙ
レ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ｎ
Ｙ
Ｒ
Ｐ
）
は
10
日
、
文

房
具
な
ど
学
校
生
活
の
必
要
品

を
詰
め
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
の
配

布
を
各
地
区
の
公
園
で
開
始
し

た
。
慈
善
基
金
団
体
シ
チ
ズ
ン

ズ
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ッ
ク
・

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力

で
新
学
期
前
の
恒
例
と
な
っ
て

い
る
同
サ
ー
ビ
ス
。
今
年
は
ノ

ー
ト
や
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
の

り
が
入
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

１
２
０
０
個
以
上
を
今
月
末
ま

で
無
料
で
提
供
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｒ
Ｐ
は
１
９
９
５
年
、

Ｎ
Ｙ
市
内
の
緑
化
を
目
的
に
歌

手
で
俳
優
の
ベ
ッ
ト
・
ミ
ド
ラ

ー
さ
ん
が
設
立
。
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
の
無
料
配
布
は
、
緑
化
を
進

め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
を
よ

り
幅
広
く
活
用
し
よ
う
と
始
ま

っ
た
。
配
布
イ
ベ
ン
ト
は
主
に

各
地
区
の
市
議
会
議
員
と
提
携

し
、
参
加
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
を
親
子
で
楽
し
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
る
。
22
日
（
金
）

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
エ
セ
ッ
ク

ス
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
、
シ
ェ
フ

の
ジ
ェ
ニ
ー
・
マ
ッ
ク
さ
ん
、

30
日
（
土
）
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ブ
ロ
ン
ク
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
で

同
じ
く
シ
ェ
フ
の
ブ
ラ
ン
デ

ィ
・
コ
ク
ラ
ン
さ
ん
が
料
理
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
。
配
布
場
所
、
日
時
な
ど
の

詳
細
はhttps://www.nyrp.

org/en/get-involved/free-
backpacks/

を
参
照
す
る
。

文
房
具
入
っ
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク

新
学
期
に
無
料
配
布

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

（
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
）
恒
例
の
夏
祭

り
が
24
日
（
日
）
午
前
11
時
か

ら
午
後
2
時
ま
で
、
プ
ロ
ス
ペ

ク
ト
パ
ー
ク
（Picnic House 

North

）
で
開
催
さ
れ
る
。
ヨ

ー
ヨ
ー
釣
り
、
金
魚
す
く
い
、

な
げ
わ
、
カ
キ
氷
な
ど
の
出
店

の
ほ
か
、
盆
踊
り
や
ス
イ
カ
割

り
も
実
施
予
定
。
当
日
は
浴
衣

や
甚
平
な
ど
の
和
装
で
参
加
す

る
と
、
出
店
チ
ケ
ッ
ト
が
1
枚

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　

参
加
費
は
大
人
15
ド
ル
（
ネ

ッ
ト
事
前
申
し
込
み
）、
当
日

20
ド
ル
。
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
児
童
生

徒
の
家
族
は
無
料
。
申
し
込

み
は
リ
ン
ク
（http://bjafa.

org/

）
か
ら
。
日
本
語
で
イ
ベ

ン
ト
運
営
を
手
伝
う
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
高
校
生
・
大
学
生
）

も
募
集
中
。
夏
祭
り
の
詳
細
は

学
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bjafa.org

を
参
照
す
る
。

BJAFA
24日に夏祭り
プロスペクトパークで

当
日
は
Ｎ
Ｙ
在
住
の
空
手

家
︑
五
嶋
龍
氏
︵
左
︶
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た

http://www.seido.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/event.php
https://bjafa.org
https://bjafa.org
https://bjafa.org
https://www.nyrp.org/en/get-involved/free-backpacks/
http://bjafa.org/
http://bjafa.org/
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あ
る
夜
、
い
つ
も
よ
り
か
な

り
遅
れ
て
、
夫
が
家
に
戻
っ
て

き
た
。

　

バ
ス
が
な
か
な
か
来
な
く

て
、ず
い
ぶ
ん
待
た
さ
れ
た
よ
、

と
言
い
な
が
ら
も
、
な
ん
だ
か

う
れ
し
そ
う
で
あ
る
。

　

待
て
ど
も
、
待
て
ど
も
、
バ

ス
は
来
な
い
。本
を
読
む
に
は
、

も
う
暗
す
ぎ
る
。
ほ
か
に
す
る

こ
と
も
な
い
。

　

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
に
は
、
黒

人
の
女
の
人
と
自
分
し
か
い
な

か
っ
た
。

　

I don’t believe this.

　

ま
っ
た
く
、
信
じ
ら
れ
な
い

よ
。

　

そ
の
女
の
人
は
あ
き
れ
た
よ

う
に
首
を
横
に
振
り
、
た
め
息

を
つ
い
て
い
る
。
仕
事
の
帰
り

な
の
だ
ろ
う
か
。
疲
れ
切
っ
た

様
子
だ
。

　

ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
、
会

話
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
人
は
身

の
上
話
を
始
め
た
。
夫
が
家
を

出
て
い
き
、
離
婚
。
双
児
を
ひ

と
り
で
育
て
て
い
る
と
い
う
。

　

毎
日
、
本
当
に
大
変
な
ん
だ

よ
、
私
が
働
い
て
い
る
間
、
妹

が
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
て

い
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
ね
。

　

自
分
も
一
卵
性
の
双
児
で
あ

る
夫
は
、
で
も
双
児
も
な
か
な

か
い
い
も
の
で
す
よ
、
と
高
校

の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し

た
。
男
子
校
に
通
っ
て
い
た
双

児
の
兄
が
、
一
度
、
男
女
共
学

を
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う
の

で
、
制
服
を
取
り
替
え
、
そ
知

ら
ぬ
顔
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
相
手

の
学
校
に
登
校
し
た
、
と
い
う

こ
れ
ま
で
何
度
も
し
て
き
た
話

だ
。

　

そ
れ
を
聞
く
と
、
女
の
人
は

パ
ン
と
手
を
打
ち
、
大
笑
い
し

た
。

　

そ
ん
な
取
り
留
め
の
な
い
話

を
し
な
が
ら
時
間
を
つ
ぶ
し
て

い
る
と
、
予
定
よ
り
三
十
分
以

上
遅
れ
て
バ
ス
が
や
っ
て
き

た
。

　

混
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
女

の
人
と
夫
は
離
れ
た
席
に
す
わ

っ
た
。

　

終
点
で
夫
が
バ
ス
を
降
り
る

と
、
さ
っ
き
の
女
の
人
が
ド
ア

の
前
で
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て

夫
の
腕
を
軽
く
つ
か
む
と
、
こ

う
さ
さ
や
い
た
。

I really enjoyed talking 
with you. You made my 
day.

　

話
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
。
お
か
げ
で
、
今
日

一
日
が
と
て
も
い
い
日
に
な
っ

た
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

な
ん
と
す
て
き
な
ほ
め
言
葉

だ
ろ
う
。

　

玄
関
の
ド
ア
を
開
け
た
夫
の

顔
に
も
書
い
て
あ
っ
た
。

She made my day.

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
１
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

と
け
な
い
魔
法
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。https://books.

bunshun.jp/list/search-
g?q=

岡
田
光
世

双
子
の
母
の
た
め
息

4
月
に
大
好
評
を
得
た

Edamovement Lab

の
旗
揚

げ
公
演
「The Seven Gods

（
七
福
神
）」
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン

「
博
多
と
ん
と
ん
」（
モ
ッ
ト
通

り
43
番
地
）
と
の
共
同
企
画
で

再
び
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
な

が
ら
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
コ
ラ
ボ

特
別
公
演
を
8
月
26
日
（
火
）

午
後
７
時
に
開
催
す
る
。
本
作

の
テ
ー
マ
は
、
日
本
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
「
七
福
神
」。
日
本

に
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
で
構
成
さ

れ
た
本
公
演
は
、
日
本
文
化
の

要
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
新

た
な
表
現
に
挑
戦
す
る
試
み

だ
。

　

今
回
の
特
別
公
演
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
神
様
を
イ
メ
ー
ジ
し

たHakata TonTon

特
製
の

7
つ
の
コ
ー
ス
料
理
が
登
場
す

る
。
七
福
神
の
物
語
に
合
わ
せ

て
提
供
さ
れ
る
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
、
日
本
舞
踊
な
ど
の
伝

統
芸
能
を
中
心
と
し
た
バ
レ

エ
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
ど

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
融
合
さ
せ

た
新
し
い
形
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
楽
し
む
内
容
。

　

Edamovement Lab

は
、

新
進
気
鋭
の
俳
優
・
ダ
ン
サ
ー
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
集
い
、

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
舞
台
表

現
を
追
求
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
創
設
メ
ン
バ

ー
の
堀
部
た
ま
き
、
松
本
涼

花
、小
島
風
香
が
中
心
と
な
り
、

日
本
の
伝
統
文
化
を
活
か
し
つ

つ
、
世
界
に
通
じ
る
新
た
な
表

現
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
宴
に
集
ま
っ
た

七
福
神
が
、Hakata TonTon

特
製
の
七
品
コ
ー
ス
の「
締
め
」　

を
め
ぐ
っ
て
腕
を
競
う
。
各
神

は
自
慢
の
料
理
を
披
露
し
、
日

本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
、
歌
な
ど
を
交
え
た

舞
台
で
、
そ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
。
最
後
の
一
品
を
飾
る

栄
誉
を
手
に
す
る
の
は
、
果
た

し
て
ど
の
神
か
。
キ
ャ
ス
ト
は

堀
部
た
ま
き
、
黒
木
璃
七
、
加

来
文
子 (Bun) 

、
平
野
珠
涼
、

中
村
柚
花
、
菱
川
璃
乃
、
藤

井
千
聖
。
チ
ケ
ッ
ト
は
80 

ド

ル(

７
品
料
理
＋
い
い
ち
こ
ド

リ
ン
ク
も
し
く
は
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
付)

博
多
と
ん
と
ん
と
コ
ラ
ボ

８
月
26
日
午
後
７
時
か
ら

予約フォーム :
https://www.eventbrite.com/e/
hakata-tonton-x-the-seven-gods-
tickets-1557590788979?utm-cam
p a i g n = s o c i a l & u t m -
content=attendeeshare&utm-
m e d i u m = d i s c o v e r y & u t m -
term=listing&utm-source
=cp&aff=ebdsshcopyurl

「七福神」再びNYでパフォーマンス

　

夏
休
み
も
終
盤
、
ま
だ
ま
だ

遊
び
足
り
な
い
子
供
達
を
連
れ

て
行
け
る
お
財
布
に
優
し
い
デ

ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
紹

介
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

か
ら
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
で
行

け
る
イ
エ
ー
ル
大
学
に
は
附
属

の
博
物
館
、
美
術
館
、
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
健
在
。
ど
れ
も

入
場
料
無
料
で
見
応
え
が
あ
る

の
で
是
非
一
度
は
訪
れ
て
み
る

価
値
あ
り
。

　

イ
エ
ー
ル
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
自

然
史
博
物
館(170 W

hitney 
Ave, New

 Haven, CT 
06520)

　

１
８
７
６
年
に
開
館
し
た
こ

の
博
物
館
は
、
恐
竜
の
化
石
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
で
人
気
だ
。
歴
史
的
な
建

物
の
入
口
前
に
あ
る
実
物
大
4

メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
る
恐
竜
の

銅
像
が
訪
問
者
を
出
迎
え
る
。

世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
収
集

物
は
古
生
物
だ
け
で
な
く
、
人

類
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
的
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
の
野
生
動
物
、
多
種
に

わ
た
る
鉱
石
コ
ー
ナ
ー
も
見
も

の
だ
。
只
今
小
さ
い
子
供
向
け

の
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
も
実
施

中
。
月
曜
休
館
、
火
曜
〜
土
曜

日:

午
前
10
時
ー
午
後
5
時
、

日
曜
日:

午
後
12
時
ー
午
後
5

時
、
一
般
入
場
無
料
、
駐
車
場

有
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
て
、https://peabody.

yale.edu/visit

夏
休
み
に
イ
エ
ー
ル
大
学

自
然
史
博
物
館
見
学
を

岡
田
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 60

イ
エ
ー
ル
大
学
美
術
館

(1111 Chapel St, New 
Haven, CT 06510)

　

全
米
で
一
番
古
い
大
学
美
術

館
で
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
工

芸
品
か
ら
近
代
、
現
代
美
術
ま

で
幅
広
い
作
品
を
収
蔵
・
展
示

す
る
。
ピ
カ
ソ
、
カ
ン
デ
ィ
ン

ス
キ
ー
、
バ
ス
キ
ア
な
ど
の
作

品
も
展
示
さ
れ
る
大
学
の
施
設

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

規
模
で
貯
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

ク
オ
リ
テ
ィ
も
他
の
有
名
美

術
館
に
も
負
け
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。
１
８
３
２
年
設
立
で

１
９
５
３
年
に
建
築
家
ル
イ

ス
・
カ
ー
ン
氏
が
手
が
け
て
い

る
見
応
え
の
あ
る
建
築
物
。
月

曜
休
館
、
火
曜
〜
金
曜
日:

午

前
10
時
ー
午
後
5
時
、
土
日
曜

:

午
前
11
時
ー
午
後
5
時
、
一

般
入
場
無
料
、
路
駐
パ
ー
キ
ン

グ
メ
ー
タ
ー
有
り
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、https://

artgallery.yale.edu/visit

イ
エ
ー
ル
大
学
英
国
美
術
セ
ン

タ
ー

(1080 Chapel St, New 
Haven, CT 06510)

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
か
ら
現

代
ま
で
、
英
国
以
外
で
は
最
も

多
い
英
国
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
貯
蔵
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
Ｊ
・
Ｍ
・
Ｗ
タ
ー
ナ
ー
、

ト
ー
マ
ス
・
ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
、

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
、

ジ
ョ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ブ
ル
、
ジ

ョ
ー
ジ
・
ス
タ
ッ
ブ
ス
な
ど
の

有
名
な
芸
術
家
の
重
要
な
絵
や

彫
刻
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
、
セ

ン
タ
ー
に
は
絵
や
彫
刻
以
外
の

版
画
、
水
彩
画
、
希
少
本
な
ど

2
万
冊
を
超
え
る
作
品
も
収
集

さ
れ
て
い
る
。
月
曜
休
館
、
火

曜
〜
土
曜
日: 

午
前
10
時
ー
午

後
5
時
、
日
曜: 

午
前
11
時
ー

午
後
5
時
、
一
般
入
場
無
料
、

路
駐
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
有

り
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
、https://britishart.yale.

edu/※
イ
エ
ー
ル
大
学
周
辺
ま

で
の
ア
ク
セ
ス
は
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
で
最
寄
り
駅New 

Haven
で
降
車
、CTTranait

に
よ
る
市
バ
ス
２
７
２
番
（
片

道
一
ド
ル
75
セ
ン
ト
）
ま
た
は

平
日
の
み
イ
エ
ー
ル
大
学
シ
ャ

ト
ル
バ
ス(

無
料)
が
便
利
。

徒
歩
だ
と
約
30
分
か
か
る
。

http://www.kodomony.org
tel:2014616502
https://miray109.com/
https://jp.kennedyinternational.org/
https://japaneseschool.org
https://jwsnj.org/
https://artgallery.yale.edu/visit
https://artgallery.yale.edu/visit
https://artgallery.yale.edu/visit
https://artgallery.yale.edu/visit
https://artgallery.yale.edu/visit
https://peabody.yale.edu/visit
https://books.bunshun.jp/list/search-g?q=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.  
　Attn: SYUJI 
　71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール 
　nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
一
般小山

　
智
子

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
２

木
村
　
理
乃

NY 小山書道教室高３　
村上　奈々香

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
６

小
坂
　
茉
彩

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
小
３

　
菊
地
　
彩
奈

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
３三

原
　
明
季

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
一
般

H
ayley Rosado

https://artofhaiku.org/
https://www.kokinshodo.com/
tel:2122136069
http://www.betteratmath.com
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ぼ
く
は
夏
休
み
に
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
日

本
に
帰
り
ま
し
た
。
毎
年
夏

休
み
に
日
本
に
帰
り
ま
す
が
、

今
回
は
今
ま
で
で
一
番
長
く
、

一
か
月
半
ほ
ど
い
ま
し
た
。

特
に
心
に
残
っ
て
い
る
思
い

出
は
大
き
く
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
家
族
や
友
達

に
会
え
た
こ
と
で
す
。
ぼ
く

の
家
族
は
ぼ
く
と
お
母
さ
ん

と
お
父
さ
ん
以
外
全
員
日
本

に
住
ん
で
い
る
の
で
、
年
一

回
し
か
会
え
ま
せ
ん
。
ぼ
く

は
お
父
さ
ん
方
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
家
に
泊
ま
っ
て
、
週

末
は
お
母
さ
ん
の
方
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
方
の
い
と
こ
四
人
と
、

お
母
さ
ん
の
方
の
い
と
こ
二

人
に
も
会
え
ま
し
た
。
全
員

で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
緒
に

遊
べ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
の

頃
か
ら
遊
ん
で
い
た
友
達
の

家
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
小
さ

な
プ
ー
ル
で
遊
ん
だ
り
、
虫

取
り
に
行
っ
た
り
し
て
、
と

て
も
楽
し
く
て
、
時
間
が
過

ぎ
る
の
が
十
倍
ほ
ど
早
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の
友

達
の
家
に
も
泊
ま
り
ま
し
た
。

夜
中
の
二
時
ま
で
遊
ん
だ
り

し
ゃ
べ
っ
た
り
し
て
、
次
の

朝
、
学
校
に
行
く
た
め
に
起

き
る
の
が
大
変
で
し
た
。
で

も
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
放
課
後
に
学

校
の
友
達
と
一
緒
に
公
園
で

野
球
を
し
た
こ
と
で
す
。
い

つ
も
三
人
か
ら
五
人
く
ら
い

で
集
ま
っ
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
し
た
後
に
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
試
合
を
し
ま
し
た
。

み
ん
な
野
球
が
う
ま
い
の
で

接
戦
に
な
る
時
が
多
く
て
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
来

年
も
ま
た
み
ん
な
で
遊
べ
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
学
校
で
す
。

ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
に
来
る
前

に
通
っ
て
い
た
学
校
に
一
か

月
ほ
ど
戻
り
ま
し
た
。
最
初

は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

前
の
友
達
も
い
っ
ぱ
い
い
て
、

す
ぐ
に
な
れ
ま
し
た
。
補
習

校
と
は
違
っ
て
、
理
科
、
家

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

私
は
社
会
の
歴
史
の
授
業

で
、
太
平
洋
戦
争
中
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
海
戦
と
、
東
京
裁

判
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
し

ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
に
つ

い
て
は
、
真
珠
湾
攻
撃
か
ら

ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
間
で

戦
争
が
始
ま
り
、
広
島
と
長

崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
、
終

戦
し
た
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
ず
、

東
京
裁
判
に
つ
い
て
は
全
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
は
太

平
洋
戦
争
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
戦
い
で
す
。

真
珠
湾
攻
撃
後
、
日
本
軍
が

攻
め
て
い
た
流
れ
を
ア
メ
リ

カ
軍
が
暗
号
を
解
読
し
、
日

本
軍
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
軍
は
空
母
4
隻
を

失
い
、
こ
の
後
太
平
洋
戦
争

の
戦
局
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

優
勢
に
な
り
ま
し
た
。
私
が

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
の

状
況
に
つ
い
て
、
日
本
の
新

聞
は
日
本
が
勝
っ
て
い
る
と

伝
え
、
国
民
の
士
気
を
下
げ

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
日
本
人
は
自
分
の
国

が
勝
っ
て
い
る
と
信
じ
て
、

本
当
は
苦
戦
し
て
い
る
の
を

知
ら
さ
れ
て
な
か
っ
た
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
操
作

に
よ
っ
て
、
日
本
人
は
本
当

の
状
況
を
知
る
方
法
が
な
か

っ
た
こ
と
に
驚
き
、
自
分
の

国
か
ら
嘘
を
つ
か
れ
て
い
た

人
々
を
思
う
と
、
と
て
も
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

東
京
裁
判
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
1
9
4
6
年
か

ら
1
9
4
8
年
に
か
け
て
行

わ
れ
た
国
際
裁
判
で
、
日
本

の
戦
争
指
導
者
た
ち
が
裁
か

れ
ま
し
た
。「
戦
争
で
人
を
殺

し
て
も
い
い
の
か
？
」
と
い

う
問
い
が
、
世
界
で
初
め
て

裁
か
れ
た
の
で
す
。「
平
和
に

対
す
る
罪
」「
通
常
の
戦
争
犯

罪
」「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の

3
つ
の
罪
で
、
多
く
の
指
導

者
が
死
刑
や
終
身
刑
と
な
り
、

こ
の
裁
判
は
今
の
国
際
法
の

基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

裁
判
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
中

国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ
連
、
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
1
名
ず
つ
、

合
計
11
名
の
判
事
が
参
加
し

ま
し
た
。
私
は
そ
の
中
で
、

イ
ン
ド
か
ら
の
パ
ー
ル
判
事

「
ぼ
く
の
日
本
の
夏
休
み
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
　
友
吾

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

の
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
の
意
見
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
判
事
は
「
全
員
無

罪
」
と
言
い
ま
し
た
。
戦
争

を
起
こ
し
た
こ
と
だ
け
で
犯

罪
に
す
る
の
は
不
公
平
、
日

本
だ
け
が
裁
か
れ
る
の
は
不

公
平
、
裁
判
は
も
っ
と
公
平

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

う
３
つ
の
理
由
か
ら
で
す
。

日
本
を
「
正
し
い
」
と
言
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
「
裁
判
は
公
平
で
あ
る

べ
き
だ
」
と
強
く
主
張
し
ま

し
た
。「
勝
っ
た
国
が
負
け
た

国
を
一
方
的
に
裁
い
て
い
る
」

と
言
い
、「
平
和
と
は
何
か
」

「
正
義
と
は
何
か
」
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
ウ

ェ
ッ
ブ
判
事
は
、
パ
ー
ル
判

事
と
は
反
対
意
見
で
、
指
導

者
全
員
に
厳
し
い
刑
罰
を
与

え
る
べ
き
だ
と
言
い
ま
し
た
。

ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
は
裁
判
長
で
、

多
く
の
判
事
は
彼
の
意
見
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ル
判
事
は
日
本
と
ド

イ
ツ
を
裁
く
理
由
は
多
く
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
の
勝
っ
た

国
も
裁
く
必
要
も
あ
る
と
考

え
「
全
員
無
罪
」
と
訴
え
た

の
で
す
。
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事
は

日
本
を
負
け
た
国
と
し
て
は

見
て
お
ら
ず
、
国
際
的
に
公

平
に
戦
争
中
の
間
違
っ
た
常

識
を
正
す
た
め
に
、
日
本
を

裁
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
私
は
パ
ー
ル
判

事
が
言
う
、
戦
争
を
し
た
国

全
て
を
裁
く
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
に
も
、
ウ
ェ
ッ
ブ
判
事

の
戦
争
中
の
道
徳
を
直
す
こ

と
が
重
要
だ
と
い
う
意
見
に

も
同
意
で
き
ま
す
。
こ
の
2

人
の
判
事
の
意
見
は
反
対
だ

っ
た
け
ど
、
考
え
方
が
似
て

い
た
こ
と
に
注
目
を
し
ま
し

た
。

　

今
回
太
平
洋
戦
争
の
２
つ

の
事
柄
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
て
、
自
分
の
国
か
ら
嘘
を

つ
か
れ
る
恐
怖
を
感
じ
ま
し

た
。
何
よ
り
も
真
実
を
知
る

権
利
が
奪
わ
れ
る
情
報
操
作

は
、
一
番
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
常
識

が
異
な
る
戦
争
中
の
行
動
や

考
え
を
、
人
が
裁
く
難
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。
他
に
も
た

く
さ
ん
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
、

知
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
思

い
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
を
調
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
は
広
島
に
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
戦
争
は
終

わ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
戦

争
が
あ
っ
た
事
実
を
学
ん
で

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
私
の
知
ら
な
い
太
平
洋
戦
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
ー
　
芹
奈

庭
科
、
音
楽
、
体
育
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
科
目
が
あ
り
、
授

業
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。
ぼ
く
に
と
っ
て
一

番
良
か
っ
た
の
は
給
食
で
し

た
。
こ
の
学
校
の
給
食
は
栄

養
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
て
、
と

て
も
お
い
し
い
で
す
。
み
ん

な
は
給
食
を
残
し
た
り
し
ま

す
が
、
ぼ
く
は
残
し
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
給
食
を
残
す
の
は

ぼ
く
に
と
っ
て
は
疑
問
で
し

た
。「
な
ん
で
み
ん
な
は
こ
ん

な
に
お
い
し
い
ご
飯
を
残
す

ん
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
給

食
で
も
食
べ
て
こ
い
。」
と
思

い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
は
夏
休
み
が
待
ち

遠
し
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
学

校
が
楽
し
く
て
、
夏
休
み
に

な
っ
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
つ
い
に
ぼ
く
の

最
後
の
登
校
日
が
や
っ
て
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
楽
し
い

毎
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
み
ん
な
と
お
別
れ
を
し
て

「
ま
た
い
つ
か
み
ん
な
に
会
え

ま
す
よ
う
に
。」
と
願
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
帰
国
は
ぼ
く
に
と

っ
て
大
切
な
時
間
で
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
友
達
と
の
別
れ
は
悲
し

く
て
、
つ
ら
い
こ
と
で
し
た
。

来
年
は
み
ん
な
中
学
に
な
る

の
で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ぼ
く
は
み

ん
な
と
ま
た
い
つ
か
会
え
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
９
か
月
）

　

ぼ
く
が
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
が

ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
み
ん
な
を

ぬ
く
こ
と
で
す
。
さ
い
し
ょ
は

一
番
さ
い
後
だ
っ
た
け
れ
ど
、

七
番
目
に
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

は
し
る
前
に
は
、
何
番
で
も

い
い
か
ら
四
し
ゅ
う
は
し
り
き

ろ
う
！
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

七
番
目
に
ゴ
ー
ル
で
き
る
と
思

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

は
し
っ
て
い
る
と
き
は
、
す

ご
く
の
ど
が
か
わ
い
て
い
ま
し

た
。
一
生
け
ん
め
い
は
し
っ
て

た
く
さ
ん
あ
せ
を
か
い
た
の

で
、
は
し
り
お
わ
っ
た
後
に
の

ん
だ
お
水
が
お
い
し
か
っ
た
で

す
。

　

は
し
り
お
わ
っ
た
後
は
、
マ

イ
ル
ズ
、
よ
く
や
っ
た
！
と
思

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

つ
ぎ
は
七
番
目
よ
り
も
っ
と
は

や
く
は
し
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
日
本
の
体
け
ん
入
学
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
神
　
幸
太
郎

「ラッキーセブン」
　ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ 校小２

　　　　　　　　　　　ヒューゴ　マイルズ

　

夏
に
、
日
本
に
一
年
ぶ
り
に

行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く

は
体
け
ん
入
学
で
日
本
の
小
学

校
に
行
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

と
日
本
の
小
学
校
は
、
と
て
も

ち
が
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　

日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と

ち
が
っ
て
、
き
ゅ
う
食
を
教

室
で
食
べ
ま
す
。
き
ゅ
う
食

当
番
が
き
ゅ
う
食
の
食
き
と

か
食
べ
も
の
を
も
っ
て
き
て
、

よ
そ
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
き
ゅ
う
食
に
は
、
い
つ

も
ミ
ル
ク
が
つ
い
て
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ミ
ル
ク
バ
ー

が
あ
る
け
れ
ど
、
ミ
ル
ク
は

の
ま
な
く
て
い
い
の
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
日
本
の
小
学
校

の
食
べ
も
の
が
す
き
で
し
た
。

で
も
、
小
学
校
の
友
だ
ち
は
、

き
ゅ
う
食
を
「
あ
き
た
」
と

言
い
ま
し
た
。
日
本
の
小
学

校
の
友
だ
ち
が
、
ア
メ
リ
カ

の
学
校
の
き
ゅ
う
食
を
食
べ

た
ら
、
き
っ
と
「
お
い
し
い
」

と
言
う
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
は
、
と
う
下
校
が
ち
が
い

ま
す
。
日
本
は
、
上
ば
き
と

い
う
、
校
内
用
の
く
つ
を
は

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
む
ず
か
し
い
の
は
、

自
分
で
家
へ
か
え
る
と
い
う

こ
と
。
自
分
で
か
え
る
に
は
、

自
分
の
家
を
よ
く
お
ぼ
え
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
さ

い
し
ょ
、
れ
ん
し
ゅ
う
し
な

い
と
ま
い
ご
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に

ア
ラ
ー
ム
み
た
い
な
も
の
を

つ
け
て
、
へ
ん
な
人
が
近
よ

っ
て
き
た
ら
、
ア
ラ
ー
ム
で

だ
れ
か
を
よ
べ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
と
、
お
金
を
も
っ
て
い

た
ら
、
電
話
が
で
き
る
か
ら
、

べ
ん
り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
学
校
に
行
く
時
に
は
、

か
さ
が
あ
っ
た
ら
、
と
て
も

べ
ん
り
だ
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
朝
は
あ
つ
い
け
れ

ど
、
か
え
る
時
に
た
く
さ
ん
雨

が
ふ
っ
た
ら
か
さ
が
べ
ん
り
だ

か
ら
で
す
。

　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
学
校

は
、
全
ぜ
ん
ち
が
う
け
れ
ど
、

ぼ
く
は
、
き
ゅ
う
食
が
お
い
し

い
日
本
の
学
校
の
方
が
好
き
で

す
。
ま
た
来
年
も
行
き
た
い
か

ら
、
小
学
校
の
み
ん
な
と
手
紙

の
や
り
と
り
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
８
か
月
）

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
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別
荘
コ
テ
ー
ジ
を
和
風
に
手
を
加
え
、
和
風
と

洋
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
の
融
合
と
ハ
ー

モ
ニ
ー
。
和
紙
を
ガ
ラ
ス
に
挟
み
、
間
仕
切
り
と

し
て
施
工
し
、
日
本
風
の
雰
囲
気
を
出
す
演
出
。

ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
の
本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ

る
や
さ
し
い
光
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
生

活
ス
タ
イ
ル
に
マ
ッ
チ
し
た
、
和
を
感
じ
な
が
ら

自
然
に
日
本
的
な
生
活
を
堪
能
し
で
き
る
。

　

部
屋
の
間
仕
切
り
に
、
ガ
ラ
ス
を
使
い
、
手
す

き
和
紙
を
間
に
は
さ
み
、
新
し
い
形
の
障
子
ス
タ

イ
ル
。
光
が
入
っ
て
来
る
と
同
時
に
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
も
保
た
れ
る
。

　

ベ
ッ
ド
の
ヘ
ッ
ド
部
分
に
設
置
さ
れ
た
抽
象
画

は
、
光
と
和
紙
で
作
ら
れ
た
ア
ー
ト
額
装
作
品
。

和
紙
を
張
り
合
わ
せ
た
の
で
は
な
く
、
1
枚
の
紙

と
し
て
漉
い
た
、
モ
ダ
ン
な
抽
象
柄
。
自
然
な
、

や
わ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
感
じ
、
緊
張
と
く
つ
ろ
ぎ

を
促
す
。

　

本
物
の
和
紙
を
ガ
ラ
ス
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

非
常
に
強
く
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
容
易
と
な
り
紙

に
慣
れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
に
ピ
ッ
タ
リ
。

　
〈
お
お
よ
そ
の
費
用
〉

　

ガ
ラ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ン
や
枠
は
、
取
り
付
け
場

所
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
の
で
、
和
紙
含
め
、

基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の

木
工
事
な
ど
除
き
、
和
紙
2
枚
分
で
、
だ
い
た
い

２
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
（
色
々
な
地
域
・
法

律
条
件
や
、
寸
法
に
よ
っ
て
異
な
る
、
物
品
の
み

で
設
置
含
ま
ず
）。

（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

夏のバケーションハウスでアートな時間を過ごす

問い合わせは　info@precious-piece.com　小平さん

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
（
Ｂ

Ｂ
Ｇ
）
は
５
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
で
最
も
美
し
い
緑
地
が
あ
る

地
区
を
表
彰
す
る
「
２
０
２
５

グ
リ
ー
ネ
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ク
・

イ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
コ
ン

テ
ス
ト
の
結
果
を
発
表
。
住
宅

地
部
門
で
は
イ
ー
ス
タ
ン
・
パ

ー
ク
ウ
エ
ー
（
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
―
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
街
）
が
優

勝
し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
、
街
路
樹
の
管
理
責
任
、
古

き
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
促
す
目
的
で
同
植
物
園

と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
長
室
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
。
参
加
費
は

無
料
で
、
今
年
度
は
Ｂ
Ｂ
Ｇ
の

職
員
や
同
コ
ン
テ
ス
ト
役
員
、

地
元
の
園
芸
専
門
家
た
ち
か
ら

成
る
審
査
委
員
会
が
住
宅
地
、

商
業
地
、
店
先
を
含
む
９
部
門

で
応
募
し
た
１
０
０
以
上
の
個

人
や
団
体
を
評
価
し
た
。

　

ほ
ぼ
全
域
が
ア
パ
ー
ト
建
物

か
ら
成
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
優
勝
し

た
の
は
、
イ
ー
ス
タ
ン
・
パ
ー

ク
ウ
エ
ー
の
同
ブ
ロ
ッ
ク
が
同

コ
ン
テ
ス
ト
の
約
30
年
間
の
歴

史
で
初
め
て
で
、
隣
人
同
士
が

楽
し
み
な
が
ら
環
境
向
上
に
協

力
し
合
っ
て
い
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
街
路

樹
部
門
で
は
リ
ッ
ジ
・
ブ
ル
バ

ー
ド
（
72
丁
目
〜
オ
ー
ビ
ン

ト
ン
街
）、
店
頭
部
門
で
は
カ

リ
ブ
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ

ュ
ガ
ー
ド
（
ニ
ュ
ー
カ
ー
ク

街
２
６
１
４
番
地
）
が
１
位

に
選
ば
れ
た
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.bbg.

org/community/greenest_
block_2025

を
参
照
す
る
。

（Photo: Courtesy of 
Brooklyn Botanic Garden

）

今
年
の
最
も
緑
が
美
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
は

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
恒
例
コ
ン
テ
ス
ト

害
虫
除
去
剤
を
散
布

ク
イ
ー
ン
ズ
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

　

蚊
の
活
動
と
西
ナ
イ
ル
ウ
イ

ル
ス
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た

め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
保
健
局
は

ク
イ
ー
ン
ズ
区
と
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
区
の
一
部
で
８
月
11
日
成
虫

駆
除
剤
散
布
を
実
施
し
た
。
保

健
局
は
、
非
常
に
低
濃
度
の

Anvil®

、Duet®

、
ま
た
は

MERUS® 

3
を
使
用
。
保
健

局
が
蚊
の
駆
除
に
使
用
す
る
殺

虫
剤
は
、
人
や
ペ
ッ
ト
に
対
す

る
リ
ス
ク
は
低
い
が
、
散
布
成

分
に
敏
感
な
人
は
、
目
や
喉
に

一
時
的
な
刺
激
、
ま
た
は
発
疹

が
出
る
場
合
が
あ
と
し
て
外
出

を
控
え
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:info@precious-piece.com
https://www.bbg.org/community/greenest_block_2025
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

２. 米国大学受験の
基本情報（２）

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
米
国
大
学

進
学
に
向
け
た
基
本
的
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
先

月
は
米
国
大
学
受
験
で
の
必

要
項
目
リ
ス
ト
（
１
）
成
績

平
均
値
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）、（
２
）

課
外
活
動 [Extracurricular 

Activities]

、（
３
）
必
要
で
あ

れ
ば
Ｓ
Ａ
Ｔ
又
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
テ
ス

ト
の
ス
コ
ア
、（
４
） 

エ
ッ
セ

イ
、（
５
）
推
薦
状
、（
６
）
必

要
で
あ
れ
ば
面
接
）と
い
っ
た
、

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
＋
人
間
性
」

総
合
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
に
つ

い
て
強
調
し
、
そ
の
中
で
も
一

つ
目
の
成
績
平
均
値（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
二
つ
目
の
課

外
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
み
ま

し
ょ
う
。

課
外
活
動 (Extracurricular 

Activities)

と
は

　

日
本
の
大
学
受
験
と
大
き
く

異
な
る
の
が
、
こ
の
課
外
活
動 

(Extracurricular Activities)

と
言
わ
れ
る
重
要
項
目
で
す
。

こ
れ
に
は
主
に
（
Ａ
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス 

、（
Ｂ
）
ス
ポ
ー
ツ
、（
Ｃ
）

音
楽
、
芸
術
、
そ
の
他
の
活
動 

、ま
た
こ
れ
ら
を
通
し
た
（
Ｄ
）

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
が
含
ま
れ

ま
す
。
ま
ず
（
Ａ
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
一
人

の
人
間
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

社
会
に
貢
献
し
て
い
る
か
、
主

に
社
会
的
弱
者
や
子
供
、動
物
、

環
境
問
題
な
ど
に
関
わ
り
奉
仕

を
し
て
い
る
か
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
実
際
の
例
と
し
て
は
、

米
国
内
で
あ
れ
ば
、
小
学
校
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
（
学
童
）、

動
物
シ
ェ
ル
タ
ー
、
老
人
ホ
ー 

ム
、
図
書
館
、
美
術
館
、
公
園
、

環
境
設
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
の
機
会
が
豊
富

で
す
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
で
活

動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
個
人
個
人
で
自
分
の
得

意
分
野
や
将
来
の
専
門
に
関
連

す
る
も
の
に
問
い
合
わ
せ
て
申

し
込
み
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
実
経
験

が
移
民
向
け
の
英
語
学
校
を
経

営
し
て
い
た
の
で
、
米
国
生
ま

れ
の
自
分
は
、
そ
こ
で
チ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
英
語
を
教
え
た
。

様
々
な
文
化
を
知
る
上
で
非
常

に
勉
強
に
な
っ
た
」。

　

こ
れ
ら
の
多
く
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
自
分
の
近
所
で
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
で

検
索
し
た
り
、
友
人
や
知
人
に

聞
い
た
り
し
て
見
つ
け
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ら
以
外

で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
ベ
イ
ク
セ

ー
ル（
お
菓
子
を
焼
い
て
売
る
）

を
開
催
し
た
り
、
古
本
市
を
立

ち
上
げ
た
り
し
て
ま
と
ま
っ
た

お
金
を
得
て
、
ア
フ
リ
カ
の
教

育
団
体
、
動
物
愛
護
団
体
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
な
ど
で
の
被
災
地
や

シ
ェ
ル
タ
ー
に
寄
付
を
し
た
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
社
会
貢
献
は
学
校
か
ら

「Service Learning Hours
」

と
し
て
認
定
し
て
も
ら
い
ま

す
。
た
だ
注
意
す
る
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
は
で
き
る
だ
け

９
年
生
ぐ
ら
い
か
ら
12
年
生
ま

で
継
続
的
に
行
い
、
例
え
ば
11

年
生
で
１
か
月
だ
け
や
っ
た
、

と
い
う
も
の
は
評
価
さ
れ
な
い

の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
あ
る
国
で
は
、
料
金
を
払
え

ば
時
間
ご
と
に
服
装
を
変
え

て
、
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

な
っ
た
か
の
よ
う
に
一
日
で
ビ

デ
オ
に
撮
っ
て
く
れ
て
「
奉
仕

の
証
拠
」
を
捏
造
す
る
、
と
い

っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
あ
る
と
聞
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
学
を
欺

く
捏
造
ビ
ジ
ネ
ス
の
存
在
は
、

多
く
の
大
学
も
熟
知
し
て
お

り
、
受
験
者
も
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
載
り
ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ

も
注
意
が
必
要
で
す
。
次
回
は

課
外
活
動
の
ス
ポ
ー
ツ
、芸
術
、

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
触

れ
て
い
き
ま
す
。（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
実
際
４
人

の
大
学
生
に
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
の
か
を

聞
い
て
み
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

・
有
名
州
立
大
に
進
ん
だ
Ａ
さ

ん
：「
将
来
数
学
の
教
師
に
な

り
た
い
の
で
、
高
校
時
代
は
ほ

と
ん
ど
毎
週
、
小
学
生
の
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
算
数
な
ど
の
宿
題
を
子
供
ら

と
一
緒
に
や
る
仕
事
を
し
た
。」

・
獣
医
を
目
指
し
動
物
学
を
専

攻
す
る
Ｂ
さ
ん
：「
動
物
シ
ェ

ル
タ
ー
で
レ
ス
キ
ュ
ー
猫
や
犬

の
世
話
を
し
た
。
ケ
ー
ジ
の
掃

除
な
ど
い
ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た

が
、
彼
ら
が
良
い
家
庭
に
も
ら

わ
れ
て
い
く
と
、
自
分
が
役
に

立
て
た
こ
と
が
心
か
ら
嬉
し
か

っ
た
。」

・
工
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
を
ダ
ブ
ル
専
攻
で
学

ぶ
Ｃ
さ
ん
：「
僕
は
ま
だ
将
来

何
が
や
り
た
い
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
達

に
食
事
を
配
る
『
ス
ー
プ
キ
ッ

チ
ン
』
に
参
加
し
た
。
自
分
が

い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
社
会

の
現
実
を
思
い
知
っ
た
」

・
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
で
比
較
人

類
学
を
研
究
す
る
Ｄ
さ
ん
：「
親

各
種
検
定
試
験
を
実
施

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
受
付

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
で

は
、
年
３
回
、
各
種
検
定
試

験
を
実
施
・
運
営
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
度
第
2
回
と
し

て
、10
月
に
英
語
検
定
を
始
め
、

漢
字
検
定
、
数
学
検
定
を
実
施

す
る
。　
　
　
　
　

【
英
語
検
定
】
実
用
英
語
技
能

検
定
＝
開
催
日
：
一
次
試
験
：

10
月
4
日(

土)　
二
次
試
験
：

11
月
9
日(

日)

開
催
級
：
Ｎ

Ｙ
本
会
場
（
１
〜
３
級
）
Ｎ
Ｙ

育
英
学
園
準
会
場
（
４
、５
級
）

申
込
期
間
：
本
会
場
（
1
〜
3

級
）
7
月
1
日(

火)

〜 

9
月

8
日(

月)

午
後
11
時
ま
で
。

準
会
場
（
4
、
5
級
）
8
月
12

日(

火)

〜
9
月
2
日(

火)

午
後
４
時
ま
で
。
試
験
会
場
は

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
校
舎
で
は
な
い

の
で
学
園
Ｈ
Ｐ
参
照
。　

【
漢
字
検
定
】
日
本
漢
字
能
力

検
定
＝
開
催
日
：
10
月
19
日

（
日
）申
込
期
間
8
月
12
日（
火
）

〜
9
月
8
日
（
月
）
午
後
４
時

ま
で
。
試
験
会
場
：
Ｎ
Ｙ
育
英

学
園
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
キ
ャ

ン
パ
ス

【
数
学
検
定
】
実
用
数
学
技
能

検
定
＝
開
催
日
10
月
11
日（
土
）

申
込
期
間
：
8
月
12
日
（
火
）

〜
9
月
2
日
（
火
）
午
後
４
時

ま
で
。
試
験
会
場
：
Ｎ
Ｙ
育
英

学
園
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
キ
ャ

ン
パ
ス
。

　

詳
細
は
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

japaneseschool.org/
exam/

）
参
照
。
各
検
定
の
申

込
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。　

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
https://japaneseschool.org/exam/
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
夏
で
す

ね
！
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？
筆
者
は
と
い

う
と
、
最
近
仕
事
で
コ
ロ
ラ
ド

州
デ
ン
バ
ー
へ
出
張
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ル
ー

ト
66
と
は
無
縁
の
街
で
す
が

（
涙
）、
い
や
〜
暑
い
！
そ
し
て

湿
気
！
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
乾

い
た
気
候
と
適
温
に
甘
や
か
さ

れ
て
い
る
身
に
は
中
々
堪
え
ま

し
た
（
笑
）。
で
も
食
事
は
ど

れ
も
美
味
し
く
、
夜
は
ロ
ー
カ

ル
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
大
満

足
で
し
た
！
さ
て
、
筆
者
の
運

営
す
る
ル
ー
ト
66
日
本
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
６

年
の
生
誕
１
０
０
周
年
祭
に
向

け
て
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
〜
サ
ン

タ
フ
ェ
間
の
記
念
ツ
ア
ー
を

企
画
中
。
最
新
情
報
は
公
式

Facebook

ペ
ー
ジ
で
随
時
ア

ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
を
。
さ
ら
に
！
こ

の
９
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ

る
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ

ャ
パ
ン
２
０
２
５
愛
知
・
中
部

北
陸
」
へ
の
参
加
も
検
討
中
。

同
時
期
に
一
時
帰
国
予
定
の
方

は
、
名
古
屋
で
お
会
い
で
き
た

ら
嬉
し
い
で
す
ね
！
と
い
う
こ

と
で
、
今
月
も
ル
ー
ト
66
で
起

き
て
い
る
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

お
届
け
す
る
シ
ー
ズ
ン
⑥
、
早

速
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ヌ
ー
ピ
ー
兄
、
ニ
ー
ド
ル

ス
で
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ニ
ー
ド

ル
ス
で
は
今
月
、
人
気
コ
ミ
ッ

ク
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
に
登
場
す

る
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
兄
・
ス
パ
イ

ク
の
誕
生
50
周
年
を
記
念
す
る

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
は
砂
漠
の
町
ニ
ー
ド

ル
ス
近
郊
に
住
ん
で
い
る
設
定

で
、
１
９
７
５
年
８
月
13
日
に

初
登
場
。
帽
子
と
口
髭
が
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
で
、
兄
弟
の
中
で

も
最
も
多
く
登
場
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
８

月
12
日
午
前
10
時
か
ら
、
コ
ロ

ラ
ド
・
リ
バ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
。
翌
13

日
に
は
ニ
ー
ド
ル
ス
地
域
博
物

館
で
ス
パ
イ
ク
像
と
の
記
念
撮

影
も
行
え
ま
す
。

　

作
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ュ

ル
ツ
一
家
は
一
時
ニ
ー
ド
ル
ス

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
う
し
た
思
い
出
が
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
創
作
に
反
映
さ
れ
た
と
さ

れ
ま
す
。
孤
独
を
楽
し
み
、
サ

ボ
テ
ン
や
コ
ヨ
ー
テ
と
語
り
合

う
ス
パ
イ
ク
は
、
ま
さ
に
ル
ー

ト
66
の
乾
い
た
風
景
の
象
徴
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス

ヌ
ー
ピ
ー
の
壁
画
も
幾
つ
か
あ

り
ま
す
の
で
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
フ
ァ

ン
に
は
堪
ら
な
い
で
す
よ
ね
！ 

■
ル
ー
ト
66
の
「
首
都
」
？
タ

ル
サ
で　

世
界
記
録
へ
！

　

２
０
２
６
年
の
ル
ー
ト
66
制

定
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
で
前
代

未
聞
の
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
タ
ル
サ
・

ル
ー
ト
66
委
員
会
に
よ
れ
ば
、

題
し
て
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ク
ル

ー
ズ
：
世
界
記
録
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
・
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
・
パ
レ

ー
ド
」
を
発
表
。
３
０
０
０
台

以
上
の
参
加
を
目
指
す
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
の
大
規
模
ク
ル
ー
ズ

で
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の
認
定

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
開
催
日
は
２
０
２
６
年
５

月
30
日
。
沿
道
に
は
20
万
人
以

上
の
観
客
が
見
込
ま
れ
、
ま
さ

に
「
母
な
る
道
」
の
誕
生
日
に

相
応
し
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
予
定
で
す
。
タ
ル
サ
市
長
モ

ン
ロ
ー
・
ニ
コ
ル
ズ
氏
は
「
こ

の
街
が
『
ル
ー
ト
66
の
首
都
』

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
機
会

で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
す
。

■
名
物
モ
ー
テ
ル
「Motel 

Safari

」、
新
オ
ー
ナ
ー
誕
生

　

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク

ム
キ
ャ
リ
に
あ
る
歴
史
的
モ

ー
テ
ル
「Motel Safari

」
が
、

こ
の
夏
オ
ー
ナ
ー
交
代
を
迎
え

ま
し
た
。
２
０
１
６
年
か
ら
経

営
し
て
き
た
友
人
で
あ
る
ラ
リ

ー
・
ス
ミ
ス
氏
が
退
き
、
新
た

に
ミ
ネ
ソ
タ
州
出
身
の
リ
ッ

チ
・
ハ
ブ
リ
ッ
ク
氏
が
経
営
を

引
き
継
ぎ
ま
す
。
ハ
ブ
リ
ッ
ク

氏
は
長
年
異
な
る
業
界
で
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
機
に
「
ル
ー
ト
66
で
モ
ー

テ
ル
を
営
む
」
と
い
う
夢
を
実

行
に
移
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

大
き
な
改
装
予
定
は
な
い
も
の

の
、
趣
味
の
ジ
オ
キ
ャ
ッ
シ
ン

グ
を
生
か
し
た
体
験
型
ル
ー
ム

の
導
入
を
検
討
中
。
ラ
リ
ー
は

「Motel Safari

を
愛
し
て
く

れ
る
人
に
引
き
継
げ
て
う
れ
し

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
モ
ー
テ
ル
・
サ
フ
ァ
リ

に
期
待
大
で
す
。

■
ル
ー
ト
66
博
物
館
、
突
然
の

閉
館
と
混
乱

　

残
念
な
話
題
で
す
が
、
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ

リ
か
ら
も
う
一
つ
。
同
街
の
ル

ー
ト
66
上
に
建
つ
「
ル
ー
ト
66

博
物
館
」
が
こ
の
７
月
に
突
然

閉
館
し
、
展
示
物
の
移
動
を
め

ぐ
っ
て
混
乱
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
市
側
に
よ
る
と
、
博
物
館

は
少
な
く
と
も
５
年
以
上
に
わ

た
り
賃
料
を
支
払
っ
て
お
ら

ず
、
リ
ー
ス
契
約
も
２
０
２
０

年
に
失
効
。
展
示
物
は
す
で
に

館
外
に
搬
出
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
７
月
末

に
は
地
元
弁
護
士
が
提
出
し
た

申
し
立
て
に
基
づ
き
、
撤
去
の

差
し
止
め
と
返
還
を
求
め
る
仮

処
分
命
令
が
裁
判
所
に
よ
り
即

日
発
令
。
一
部
の
理
事
に
は
閉

館
や
移
転
に
つ
い
て
の
通
知
が

な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
展
示
品
は
市
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
っ
た
同
館
の
象
徴
で
あ

り
、
２
０
２
６
年
の
ル
ー
ト
66

生
誕
１
０
０
周
年
の
目
前
、
観

光
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

た
だ
け
に
、
地
域
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。 

■
旅
ラ
イ
タ
ー
が
選
ぶ
、
ル
ー

ト
66
の
「
魅
力
的
な
小
町
」
厳

選
　
「Travel + Leisure

」

や

「Thrillist

」
な
ど
で
活
躍
す
る

旅
ラ
イ
タ
ー
、Matt Kirouac 

氏
は
、
２
年
以
上
の
Ｒ
Ｖ
生
活

を
経
て
現
在
は
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ

テ
ィ
の
ル
ー
ト
66
沿
い
に
在

住
。
実
際
に
全
線
を
旅
し
た
経

験
を
も
と
に
、
ル
ー
ト
66
の
魅

力
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
が
紹
介
し
た
の
が
、

「
ル
ー
ト
66
の
旅
で
立
ち
寄
り

た
い
魅
力
的
な
小
さ
な
町
７

選
」。
現
代
の
高
速
道
路
で
は

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、
ア
メ
リ

カ
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
町
ば

か
り
で
す
。
選
ば
れ
た
の
は
：

ポ
ン
テ
ィ
ア
ッ
ク
（
イ
リ
ノ
イ

州
）、
キ
ュ
ー
バ
（
ミ
ズ
ー
リ

州
）、
エ
ル
レ
ノ
（
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
）、
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
（
テ

キ
サ
ス
州
）、
ト
ゥ
ク
ム
キ
ャ

リ
（
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
）、

ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
（
ア
リ
ゾ
ナ

州
）、そ
し
て
バ
ー
ス
ト
ウ
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）「
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
て
、
見
過
ご
さ
れ

が
ち
な
ア
メ
リ
カ
を
感
じ
て
ほ

し
い
」
と
い
うMatt
の
言
葉

ど
お
り
、
ど
の
町
も
個
性
と
物

語
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、Matt Kirouac

氏
の
記
事

を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
、
お
目

に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
23 

：
ス
ヌ
ー
ピ
ー
兄
の
町
や
「
首
都
」
で
の
企
画

1

 第 530 回

　

去
る
8
月
1
日
、
日
本
を
代

表
す
る
洋
画
家
の
絹
谷
幸
二
画

伯
が
82
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
絹
谷
画
伯
は
、
奈

良
市
の
生
ま
れ
で
、
東
京
藝
術

大
学
を
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
に

留
学
し
、
壁
画
の
古
典
技
法
で

あ
る
ア
フ
レ
ス
コ
を
学
ば
れ
ま

し
た
。
壁
に
塗
っ
た
漆
喰
の
上

に
顔
料
で
絵
を
描
く
ア
フ
レ
ス

コ
は
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
が
描

か
れ
た
技
法
と
似
て
い
た
こ
と

か
ら
、
壁
画
発
見
か
ら
1
年
半

後
の
１
９
７
３
年
、
文
化
庁
の

要
請
で
壁
画
保
存
対
策
委
員
と

し
て
調
査
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
も
文
化
庁
で
古
墳
壁

画
室
長
を
併
任
し
た
こ
と
が
あ

り
、
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
絹
谷
画
伯
は
、
若

手
洋
画
家
の
登
竜
門
と
し
て
知

ら
れ
た
安
井
賞
を
31
歳
で
受
賞

し
、
ア
フ
レ
ス
コ
の
技
法
を
用

い
た
青
や
赤
、
黄
な
ど
原
色
を

前
面
に
押
し
出
し
た
独
特
の
色

彩
感
覚
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
独
自
の
画
風
を
確

立
し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で

す
。
１
９
９
８
年
に
開
か
れ
た

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
公

式
ポ
ス
タ
ー
『
銀
嶺
の
女
神
』

の
原
画
を
制
作
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

京
藝
術
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執

ら
れ
、
２
０
０
９
年
に
は
若
手

画
家
を
支
援
す
る
「
絹
谷
幸
二

芸
術
賞
」
を
創
設
し
、
後
進
の

育
成
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
長
年
の
功
績
に

よ
り
、
２
０
１
４
年
に
文
化
功

労
者
、
２
０
２
１
年
に
文
化
勲

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
絹
谷
画
伯
に
初
め
て

お
会
い
し
た
の
は
１
９
９
５

年
頃
で
、
小
中
学
生
の
全
国
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
あ

り
、
当
時
東
京
藝
術
大
学
教
授

だ
っ
た
絹
谷
画
伯
が
審
査
委
員

長
で
、
私
も
文
部
大
臣
賞
の
関

係
で
委
員
と
し
て
関
わ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
に
し
て
は
大
胆
な

抽
象
的
な
絵
に
、
や
や
躊
躇
す

る
意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

絹
谷
教
授
が
「
い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
！
」
と
評
価
さ
れ
、
衆

議
一
決
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

博
物
館
関
係
者
と
し
て
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、
絹
谷
画
伯

に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
公
式

ポ
ス
タ
ー
『
光
降
る
街
・
京

都
』
の
原
画
を
、
無
償
で
制
作

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

本
作
は
京
都
の
金
戒
光
明
寺
の

御
影
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
文
殊

菩
薩
像
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
で
、
京
都
大
会
期
間
中
、
会

場
の
国
立
京
都
国
際
会
館
に
原

画
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
絹
谷

画
伯
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大

会
の
前
年
、
２
０
１
８
年
8
月

に
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
開

催
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
年
次
総
会

に
自
ら
ご
出
席
い
た
だ
き
、
世

界
中
の
博
物
館
関
係
者
を
相
手

に
イ
タ
リ
ア
語
を
交
え
て
ス
ピ

ー
チ
さ
れ
、
拍
手
喝
采
を
受
け

ま
し
た
。
会
議
後
も
気
軽
に
サ

イ
ン
に
応
じ
て
い
た
の
も
印
象

的
で
し
た
。
一
緒
に
パ
リ
に
あ

る
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
財
団
の

美
術
館
（Foundation Louis 

Vuitton

）を
見
学
し
た
こ
と
が
、

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
の
成
功

は
、
絹
谷
画
伯
の
ポ
ス
タ
ー
に

よ
る
絶
大
な
影
響
力
に
も
支
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
絹
谷
画
伯
に
よ

っ
て
育
て
ら
れ
た
若
手
画
家
や

学
芸
員
が
ま
す
ま
す
活
躍
し
、

世
界
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と

を
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
掌
。

　
（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博

物
館
副
館
長
）

追悼・絹谷幸二画伯

http://www.at-newyork.com/
https://x.gd/0uyt2
tel:2122136069
tel:18778852726
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EVENT
■ジャパンフェス＝ 8/17  10:00-18:00  Corona 
(Junction blvd 35th-37th st）今回はクイーンズのコ
ロナ地区で開催。さまざまな日本食や雑貨、アート、
音楽などが楽しめる人気ストリートフェア。おにぎ
り、弁当、ラーメン、たこ焼き、シュークリームな
どが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■ハーレムウィーク＝ 8/17まで　ハーレム各地に
てアフリカ系アメリカ人、ヒスパニック等の歴史、
芸術、文化、エンターテインメントを促進すること
を目的として実施。毎日どこかでさまざまな関連イ
ベントが開催される。
詳細は https://harlemweek.com
■ NYCレストランウィーク =8/17まで　NY市内
5区のレストラン 600店以上が参加し特別価格の
プリフィックスメニューを提供する。今年は 2 or 3
コースのランチまたはディナーが $30、$45、$60
のいずれかで提供される。
詳細は https://www.nycgo.com/restaurant-week
■第 5回ジャパンビレッジ夏祭り＝ 8/23　13:00　
Japan Villege（934 3rd Avenue）今年も「日本の地
方都市文化の紹介」をテーマに、黒石市（青森県）、
山口市（山口県）、盛岡市（岩手県）などが参加し、
郷土芸能の披露や観光案内を行い、各市の魅力を紹
介する。好評の「盛岡わんこそば大会」のほか、敷
地内でヨーヨー釣り、おめん、わたあめなどの屋台
が出店する。
詳 細 は https://www.japanvillage.com/summer-
festival-2025

CLASS/SEMINAR
MUSIC
■第 32回ニューヨークの四季・日本音楽の彩り＝
8/24　17:00　「雪月華」 （74 E 7th St,）山田流箏曲
家の木村伶香能による日本音楽コンサートシリー
ズ。今回は箏曲の原点である段物より「八段調」、
高い芸術性と超絶技巧で知られた中能島欣一（人間
国宝）の処女作「陽炎の踊」他を演奏。茶道家、森
宗碧による抹茶も提供される。。参加費：$50
詳細は https://www.setsugekkany.com
■大江千里トリオ・スペシャルライブ＝ 9/19・20　
19:00/21:30  Birdland（315 W 44th St.）NY在住ジャ
ズピアニスト・大江千里のコンサート。共演は、マッ
ト・クロヘシー（ベース）とロス・ペダーソン（ド
ラム）。特別ゲストとして歌姫ローレン・キンハン
を迎える。入場料：$35.46～ $45.76
詳細は https://www.birdlandjazz.com/
■矢野顕子トリオの NYコンサート＝ 10/5　20:00　

Sony Hall（235 W 46th St.）矢野顕子トリオによる
ライブ。出演は矢野のほか長年の NY在住ミュージ
シャンフレンズ、ウィル・リー（ベース、ボーカル、
シンセサイザー）と、クリス・パーカー（ドラム）。
入場料：$40.55～ $58.16。
詳細は https://sonyhall.com/shows/?eid=14479643

THEATRE/DANCE 
■キッズ・ナイト・ブロードウエー＝ 8/19　18歳
以下は誰でもブロードウエー観劇が無料になるイベ
ント。今夏は「アラジン」「ハリーポッターと呪い
の子」「ライオンキング」など人気の 18公演、「グ
レート・ギャツビー」のみ 20日の公演が対象。当
日 16:30から、ダッフィースクエアにて出演者たち
との交流やゲーム、賞品が当たる観劇前イベントも
開催。無料チケットは同伴する大人が通常価格でチ
ケットを購入することが条件。
詳細は https:// www.kidsnightonbroadway.com
■三島由紀夫・生誕 100周年シリーズ・演劇作品
『KINKAKUJI』＝ 9/11 ～ 20　Japan Society（333 
E 47th St,）9月から 12月まで開催される三島由紀
夫に関連したシリーズの幕開けとなる舞台。三島の
代表作『金閣寺』（1957年出版）を、韓国系アメリ
カ人俳優、メジャー・クルダの一人芝居で上演する。
演出はレオン・インガルスラッド（SITIカンパニー
共同創立者）。人気美術作家の塩田千春が舞台美術
を担当する。入場料：$30～ $70
詳細は https://japansociety.org

ART
■伊藤知宏チャリティー展覧会「Inside Job」展
に参加＝ 8/15 ～ 8/19  Christie’s NY Gallery（20 
Rockefeller Plaza）画家・現代美術家の伊藤が、ク
リスティーズ NYギャラリーでのチャリティー展覧
会に参加し作品を展示する。同作品はオンライン
オークションで競賣される。売り上げた金額の一部
は、世界で最も危険に晒されているダリエン地峡の
熱帯雨林の保護と修復に取り組んでいる非営利団体
に寄付される。
詳細は https://www.christies.com

　

第
２
次
世
界
大
戦
や
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
な
ど
で
活
躍
し
た

航
空
母
艦
を
改
造
し
て
作
ら

れ
た
「
イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
海

上
航
空
宇
宙
博
物
館
」（
ハ
ド

ソ
ン
川
沿
い
ピ
ア
86
、
46
丁

目
）
の
甲
板
で
毎
夏
開
催
さ
れ

て
い
る
無
料
映
画
上
映
会
が
、

今
年
も
８
月
22
日
（
金
）
の

日
没
後
か
ら
開
催
さ
れ
る
。　

こ
の
日
の
上
映
作
品
は
『
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス　

失
わ
れ
た

帝

国
（Atlantis: The Lost 

Empire

）』。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ

ィ
ズ
ニ
ー
生
誕
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
２
０
０
１
年
に
製
作

さ
れ
た
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
。
ひ
と
り
の
青
年
が
伝
説
の

大
陸
「
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
」
を

求
め
て
壮
大
な
冒
険
の
旅
に
出

て
、
そ
の
隠
さ
れ
た
秘
密
に
迫

り
、
さ
ら
に
は
背
後
に
う
ご
め

く
巨
大
な
陰
謀
に
立
ち
向
か

う
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ロ
マ

ン
。
95
分
。
会
場
は
午
後
６
時

か
ら
入
場
可
能
、
毎
年
長
蛇
の

列
が
で
き
る
の
で
早
め
の
到
着

を
推
奨
す
る
。
イ
ス
や
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
持
参
。
入
場
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

intrepidmuseum.org/
movie-night-august-22

を

参
照
す
る
。

イ
ン
ト
レ
ピ
ッ
ド
で

無
料
映
画
上
映
会

　

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

と
漫
画
・
ア
ニ
メ
が
集
結
す
る

人
気
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
」
が
21
日
（
木
）
か
ら
24

日
（
日
）
ま
で
、
ジ
ャ
ビ
ッ

ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
（
11
番
街
、
34
丁
目
）
で
開

催
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
東
海
岸

最
大
級
の
ア
ニ
メ
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
で
、
世
界
中
か
ら
10
万
人

の
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
４
日
間
の

祭
典
。
今
年
も
多
く
の
人
気
声

優
や
ア
ニ
メ
監
督
、
コ
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
来
場
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン

会
、
上
映
会
、
展
示
や
グ
ッ
ズ

販
売
な
ど
で
会
場
を
盛
り
上
げ

る
。
日
本
か
ら
は
『
新
世
紀
エ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
の
主
題
歌

「
残
酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
」
を

歌
っ
た
高
橋
洋
子
の
ほ
か
、『
プ

ロ
メ
ア
』
を
手
が
け
た
今
石
洋

之
監
督
、声
優
の
津
田
健
次
郎
、

松
田 

健
一
郎
、
内
田
雄
馬
な

ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
揃
う
。

　

入
場
料
は
51
ド
ル
〜
77
ド

ル
。
４
日
間
通
し
チ
ケ
ッ
ト

は
１
７
５
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

animenyc.com

を
参
照
す
る
。

アニメＮＹＣ 21日から
高
橋
洋
子
、
今
石
洋
之

津
田
健
次
郎
、
松
田 

健
一
郎

内
田
雄
馬
ら
日
本
か
ら

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
https://sonyhall.com/shows/?eid=14479643
https://www.kidsnightonbroadway.com
https://japansociety.org
https://www.christies.com
https://www.japanfes.com
https://harlemweek.com
https://www.nycgo.com/restaurant-week
https://www.japanvillage.com/summer-festival-2025
https://www.japanvillage.com/summer-festival-2025
https://www.japanvillage.com/summer-festival-2025
https://www.setsugekkany.com
https://www.birdlandjazz.com/
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://animenyc.com%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://intrepidmuseum.org/movie-night-august-22
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https://goshikiprinting.com/



